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10.8　千葉  三里塚

「９月の千葉県農業会議で、県の農地課が『150
年の年収を払うから出ていけ』と言った」お金
でなんでも出来るということに怒りする市東孝
雄さんに1350 人の集会参加者は絶対許せないと
心に誓った。

10.17　 神奈川

海上自衛隊の輸送艦「しもきた」の川崎入港
に反対する緊急集会が行われた。川崎市職労
港湾支部の労働者が労働組合が反対の先頭に
立とうと発言、海員組合の藤丸さんは「軍隊
は船員も市民も守らなかった」と発言。

10.17　東京

「リレーハンスト＆座り込み行動を実行する有
志」の東京の教育労働者が呼びかけてリレー
ハンスト＆座り込み行動が始まった。この日
は東京の被処分者３人と郵政労働者、大阪の
元教育労働者の５人がハンストに突入した。

北延伸の国家犯罪許さぬ！

「しもきた」入港弾劾！

教基法改悪反対！

教育基本法改悪・改憲阻止闘争を牽引して、２月全国総会の
歴史的成功に向け組織建設の根本的強化を勝ち取ろう！

事務局長　　辻川　慎一

巨万の国会包囲で教基法改悪案を廃案へ！
いまこそ闘う日教組運動を再生しよう！

共謀罪の審議＝強行採決許さず廃案へ

連載　やってられないぜ！　第15回　続・サラ金には手を出すな！
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日
米
に
よ
る
北
朝
鮮
へ
の
「
経
済
制

裁
」
を
絶
対
に
阻
止
し
よ
う
。「
経
済

制
裁
」
は
、
海
上
封
鎖―

船
舶
臨
検
へ

と
進
む
軍
事
行
動
そ
の
も
の
で
あ
り
、

文
字
通
り
の「
宣
戦
布
告
」だ
。軍
事
力
・

戦
力
で
北
朝
鮮
を
百
倍
以
上
も
上
回
る

ア
メ
リ
カ
と
、
そ
し
て
日
本
が
、
政
治

的
・
経
済
的
に
破
綻
し
、
危
機
に
あ
え

ぐ
北
朝
鮮
を
、
さ
ら
に
一
層
、
軍
事
的

に
追
い
詰
め
、
全
面
降
伏―

体
制
転
覆

を
狙
う
、
そ
れ
自
体
一
個
の
大
き
な
戦

争
行
為
な
の
だ
。
ア
メ
リ
カ
が
狙
っ
て

い
る
の
は
、
イ
ラ
ク
に
対
し
て
仕
掛
け

た
と
同
様
の
侵
略
戦
争
だ
。
そ
し
て
、

核
兵
器
の
使
用
を
も
射
程
に
い
れ
て
い

る
。
絶
対
に
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
絶

対
に
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

安
倍
政
権
は
、
真
偽
も
定
か
で
は
な

い
「
核
実
験
」
を
口
実
と
し
て
「
周
辺

事
態
法
」
を
適
用
し
て
、
米
軍
の
行
う

海
上
封
鎖
、
臨
検
に
自
衛
隊
を
参
加
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
９
条
改
憲
を
射

程
に
入
れ
、
し
か
も
９
条
改
憲
を
待
た

ず
に
〈
集
団
的
自
衛
権
〉
の
解
釈
変
更

を
行
い
、
そ
の
事
実
上
の
発
動
（
＝
戦

力
の
発
動
）
を
も
っ
て
、
戦
争
行
為
の

既
成
事
実
化
を
狙
っ
て
い
る
。
安
倍
改

憲
内
閣―

戦
争
政
権
を
打
ち
倒
そ
う
！

　

戦
争
へ
と
突
き
進
む
ア
メ
リ
カ
と
日

本
の
現
実
こ
そ
、
資
本
主
義―

帝
国
主

義
の
最
末
期
の
姿
だ
。「
ワ
ー
キ
ン
グ･

プ
ア
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
間
が

働
い
て
ま
と
も
に
生
活
す
る
こ
と
自
体

不
可
能
と
な
っ
た
社
会
、
若
者
か
ら
老

人
ま
で
絶
望
に
追
い
や
ら
れ
る
社
会
、

「
格
差
」と
競
争
の
下
で
、人
間
の
絆（
き

ず
な
）
が
断
ち
切
ら
れ
、
人
間
性
の
破

壊
、
社
会
の
破
壊
が
一
気
に
進
行
し
、

か
た
や
、
資
本
は
空
前
の
利
益
を
あ
げ

て
い
る
！　

こ
の
よ
う
な
国
家―

社
会

体
制
は
、
滅
び
て
当
然
だ
。

　

し
か
し
、
安
倍
政
権
打
倒
へ
、
火
の

手
が
上
が
っ
て
い
る
。「
日
の
丸
・
君

が
代
」
不
起
立
の
不
屈
の
闘
い
は
、「
強

制
は
違
憲
」（
06
年
９
月
21
日　

東
京

地
裁
）
と
い
う
画
期
的
判
決
を
引
き
出

し
た
。
沖
縄
で
は
、
米
軍
パ
ト
リ
オ
ッ

ト
ミ
サ
イ
ル
搬
入
阻
止
の
実
力
闘
争

が
、
自
治
労
・
日
教
組
の
組
合
員
を
先

頭
に
闘
い
ぬ
か
れ
た
。
日
教
組
の
組
合

員
は
、
教
育
基
本
法
改
悪
阻
止
へ
、
連

日
の
国
会
座
り
込
み
を
開
始
し
た
。
韓

国
民
主
労
総
は
、
ゼ
ネ
ス
ト
に
突
入
す

る
。
労
働
組
合
の
決
起
、
労
働
者
の
国

際
的
団
結
こ
そ
、
戦
争
と
改
憲
の
攻
撃

を
止
め
る
止
め
る
力
だ
。

戦争阻止―安倍政権打倒へ！

庄  山　　正
全国労働組合交流センター
常任運営委員

連日国会闘争が闘われている（10月19日）
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核
実
験
を
口
実
と
し
た
朝
鮮
侵

略
戦
争
を
許
す
な
！

　

北
朝
鮮
核
実
験
と
国
連
安
保
理
制
裁

決
議
を
口
実
に
、
日
米
帝
国
主
義
の
朝

鮮
侵
略
戦
争
策
動
が
強
ま
っ
て
い
る
。

決
議
に
盛
り
込
ま
れ
た
船
舶
検
査
を
実

施
す
る
た
め
に
、「
周
辺
事
態
」
認
定

―

周
辺
事
態
法
の
発
動
が
、
さ
ら
に
日

本
が
警
告
射
撃
や
臨
検
を
実
施
す
る
た

め
の
特
措
法
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

周
辺
事
態
法
の
発
動
は
、
日
本
が
戦

時
体
制
に
入
り
、
自
治
体
の
協
力
を
始

め
と
し
た
労
働
者
の
戦
争
動
員
が
始
ま

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
で
に
、

米
軍
・
自
衛
隊
は
、
10
月
20
日
に
北
朝

鮮
を
出
航
し
た
貨
物
船
が
軍
用
装
備
を

積
載
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、

護
衛
艦
や
Ｐ
３
Ｃ
を
繰
り
出
し
て
監

視
・
追
尾
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
船
舶

検
査
・
臨
検
を
引
き
金
に
、
い
つ
戦
争

が
始
ま
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
情
勢
に

入
っ
て
い
る
の
だ
。

　

国
会
で
は
全
会
一
致
で
北
朝
鮮
非
難

決
議
が
採
択
さ
れ
、
共
産
党
は
国
連
決

議
を
手
放
し
で
賛
美
し
、
愛
国
主
義
・

排
外
主
義
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
洪
水
が
吹

き
荒
れ
て
い
る
。
だ
が
、
労
働
者
階
級

人
民
の
戦
争
へ
の
怒
り
と
危
機
感
は
、

日
を
追
う
ご
と
に
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
搬
入
を
阻
止
し
た

沖
縄
の
闘
い
は
、
労
働
組
合
が
主
体
と

な
っ
た
戦
争
反
対
の
実
力
決
起
だ
。
教

育
労
働
者
は
連
日
国
会
に
お
し
か
け
、

愛
国
心
強
制
反
対
を
叫
ん
で
い
る
。

　
「
国
難
に
は
国
民
が
団
結
し
て
安
倍

政
権
を
支
え
よ
う
」
な
ど
と
い
う
戦
時

下
の
論
理
に
対
置
す
べ
き
は
労
働
者
と

し
て
の
階
級
的
闘
い
だ
。
職
場
生
産
点

に
お
け
る
日
常
的
な
資
本
と
の
闘
い
こ

そ
戦
争
協
力
拒
否
の
力
だ
。

　

教
基
法
改
悪
阻
止
闘
争
は
、
戦
時
下

の
愛
国
主
義
・
排
外
主
義
と
対
峙
し
、

安
倍
改
憲
政
権
打
倒
の
最
前
線
を
な
す

闘
い
だ
。
い
ま
こ
そ
教
育
労
働
者
が
歴

史
を
動
か
す
主
人
公
と
し
て
登
場
す
る

と
き
だ
。

３
４
５
人
の
被
処
分
者
の
闘
い

が
日
教
組
を
動
か
し
た
！

　

教
基
法
改
悪
阻
止
の
国
会
闘
争
は
、

巨
大
な
高
揚
を
切
り
開
き
つ
つ
あ
る
。

　

日
教
組
本
部
が
当
初
う
ち
だ
し
た
臨

時
国
会
闘
争
の
方
針
は
、
国
会
前
座
り

込
み
は
「
４
日
間
程
度
」、
全
国
集
会

は
11
・
25
、
各
地
域
集
会
も
「
で
き
る

だ
け
少
人
数
で
」
な
ど
と
い
う
ふ
ざ
け

き
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
本
部
が
衆
院
段

巨万の国会包囲で教基法改悪案を廃案へ！
いまこそ闘う日教組運動を再生しよう！

教育労働者部会
「教え子を戦場に送らないぞ ! 」とシュプレヒコールをあげ日教組8500人が国会デモ（10月26日18時30分）

情勢
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階
の
闘
い
を
完
全
に
放
棄
し
、
神
本
支

援
の
参
院
選
総
決
起
集
会
だ
け
を
設
定

し
て
い
た
こ
と
は
明
白
だ
。

　

だ
が
、
広
教
組
有
志
の
原
爆
ド
ー
ム

前
座
り
こ
み
や
、
国
会
前
の
「
リ
レ
ー

ハ
ン
ス
ト
＆
座
り
込
み
」
な
ど
、
現
場

組
合
員
は
組
合
指
示
を
待
た
ず
に
自
主

的
行
動
に
立
ち
上
が
っ
て
い
っ
た
。
大

分
県
教
組
の
単
独
の
国
会
前
座
り
込
み

や
東
京
教
組
の
独
自
の
座
り
込
み
闘
争

な
ど
、
各
県
教
組
が
動
き
だ
し
た
。
全

教
・
全
労
連
も
明
治
公
園
に
２
万
７
千

人
を
集
め
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
日
教
組
も
10
月
26

日
付
で
主
任
制
闘
争
以
来
の
「
非
常
事

態
宣
言
」
を
出
し
、
全
国
一
斉
職
場
集

会
と
１
万
人
の
国
会
デ
モ
を
う
ち
出
さ

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
だ
。
国
会
前

は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
闘
争
以
来
の
騒
然
た
る
状

況
が
つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
る
。

　

日
教
組
を
動
か
し
た
の
は
、
３
４
５

名
の
被
処
分
者
の
闘
い
で
あ
る
。
３
年

間
の
不
起
立
闘
争
が
も
ぎ
り
と
っ
た

９
・
21
予
防
訴
訟
勝
利
判
決
が
号
砲
と

な
っ
て
、
全
国
の
日
教
組
組
合
員
の
怒

り
の
総
決
起
が
始
ま
っ
た
の
だ
。

　

参
院
選
の
民
主
党
支
援
に
一
切
を
流

し
込
む
連
合
路
線
は
、
決
定
的
に
う
ち

破
ら
れ
つ
つ
あ
る
。万
の
大
衆
行
動
は
、

本
部
の
思
惑
を
超
え
た
闘
い
の
戦
闘
化

を
生
み
、
さ
ら
な
る
巨
大
な
闘
い
を
要

求
す
る
。こ
の
高
揚
を
職
場
に
還
流
し
、

国
会
前
へ
の
さ
ら
な
る
決
起
と
職
場
抵

抗
闘
争
の
再
生
を
か
ち
と
る
こ
と
が
カ

ギ
だ
。

　
「
闘
う
日
教
組
再
生
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
現
実
の
も
の
と
す
る
と
き
が
き

た
。
教
基
法
改
悪
の
先
取
り
へ
の
不
服

従
闘
争
を
闘
っ
て
き
た
被
処
分
者
の
闘

い
の
質
を
、
い
ま
こ
そ
す
べ
て
の
日
教

組
組
合
員
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
と
き
、
不
起
立
闘
争
が

10
・
23
通
達
を
紙
切
れ
と
化
し
た
よ
う

に
、
改
悪
教
基
法
も
た
だ
の
紙
切
れ
と

化
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
闘
い
を
自
治
労
、
全

逓
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
産
別
に
お
し

広
げ
よ
う
。
ス
ト
ラ
イ
キ
と
職
場
闘
争

で
闘
う
階
級
的
労
働
運
動
を
復
権
し
よ

う
。

教
育
再
生
会
議
の
ね
ら
い
は
、

日
教
組
解
体

　

安
倍
政
権
は
、
中
川
昭
一
、
山
谷
え

り
子
、
下
村
博
文
ら
、
歴
史
教
科
書
攻

撃
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ッ
シ
ン
グ
の
急
先

鋒
を
つ
と
め
て
き
た
盟
友
を
党
と
首
相

官
邸
の
要
職
に
配
置
し
た
異
様
な
布
陣

で
あ
る
。
10
月
18
日
に
発
足
し
た
教
育

再
生
会
議
は
、
首
相
官
邸
主
導
で
、
文

科
省
や
中
教
審
を
飛
び
越
え
て
免
許
更

新
制
や
学
校
の
外
部
評
価
な
ど
の
教
育

改
革
を
進
め
る
と
い
う
。
臨
教
審
は
、

３
年
間
で
４
つ
の
答
申
を
出
し
た
が
、

再
生
会
議
は
、
３
カ
月
で
中
間
報
告
、

１
年
後
に
は
最
終
報
告
を
ま
と
め
る
と

い
う
。
驚
く
べ
き
拙
速
ぶ
り
で
あ
る
。

　

免
許
更
新
制
に
つ
い
て
は
、「
指
導

力
不
足
教
員
の
排
除
を
目
的
と
し
な

い
」「
有
効
期
限
10
年
、
更
新
時
に
認

定
講
習
受
講
を
義
務
付
け
る
」
と
し
た

中
教
審
答
申
を
覆
し
、
改
悪
教
基
法
を

テ
コ
に
愛
国
心
教
育
を
拒
否
す
る
教

員
の
首
き
り
制
度
と
す
る
の
が
ね
ら
い

だ
。
学
力
テ
ス
ト
の
成
績
や
国
家
監
察

に
よ
っ
て
「
廃
校
措
置
や
教
職
員
の
強

制
的
な
入
れ
替
え
を
行
う
」
と
い
う
外

部
評
価
も
、
ま
さ
に
分
割
民
営
化
型
の

首
き
り
攻
撃
で
あ
る
。

　
「
文
科
省
の
影
響
力
を
排
除
す
る
」

「
教
職
員
組
合
を
切
り
崩
す
」
と
公
言

さ
れ
て
い
る
と
お
り
、そ
の
ね
ら
い
は
、

文
科
省
も
ろ
と
も
日
教
組
を
解
体
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
民
間
サ
イ
ド
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
の
が
つ
く
る
会
前

会
長
の
八
木
秀
次
率
い
る
「
日
本
教
育

再
生
会
議
」
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た
「
日

教
組
『
排
除
』」（『
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
』
11

月
号
）
を
叫
ん
で
い
る
。

　

い
よ
い
よ
日
教
組
運
動
に
国
鉄
分
割

民
営
化
の
試
練
が
問
わ
れ
る
と
き
が
き

た
。
分
割
民
営
化
に
二
波
の
ス
ト
ラ
イ

キ
で
立
ち
向
か
っ
て
団
結
を
守
り
抜

き
、
完
全
民
営
化
に
伴
う
外
注
化
攻
撃

を
唯
一
阻
止
し
て
い
る
動
労
千
葉
の
闘

い
の
教
訓
に
い
ま
こ
そ
学
ぼ
う
で
は
な

い
か
。
現
場
組
合
員
を
ト
コ
ト
ン
信
頼

し
、
そ
の
自
己
解
放
性
に
依
拠
し
て
原

則
的
に
闘
う
こ
と
こ
そ
勝
利
の
道
だ
。

11
・
５
〜
12
日
比
谷
野
音
へ

　

会
期
末
の
12
月
15
日
ま
で
、
全
力
で

闘
い
、
政
府
案
・
民
主
党
案
を
廃
案
に

追
い
込
も
う
。
教
基
法
改
悪
案
の
成
立

を
阻
止
す
れ
ば
、
教
育
改
革
を
最
大
の

目
玉
に
登
場
し
た
安
倍
政
権
は
急
速
に

求
心
力
を
失
い
、安
倍
政
権
の
打
倒
は
、

自
民
党
の
改
憲
戦
略
に
と
っ
て
決
定
的

な
打
撃
と
な
る
。
こ
こ
が
改
憲
阻
止
の

正
念
場
な
の
だ
。

　

関
西
生
コ
ン
・
港
合
同
・
動
労
千
葉

の
呼
び
か
け
る
11
・
５
全
国
労
働
者
総

決
起
集
会
に
す
べ
て
の
闘
う
教
育
労
働

者
は
総
結
集
し
よ
う
。
教
育
基
本
法
の

改
悪
を
と
め
よ
う
！　

全
国
連
絡
会
の

11
・
12
集
会
に
総
結
集
し
よ
う
。
連
日

連
夜
、
日
比
谷
野
音
を
満
杯
に
し
、
国

会
に
押
し
か
け
る
闘
い
へ
。



4月刊交流センター　2006 年 11月号

　

秋
の
臨
時
国
会
は
９
月
26
日
に
開
会

し
12
月
15
日
ま
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
期

間
に
共
謀
罪
新
設
法
案
、
教
育
基
本
法

改
悪
案
、
国
民
投
票
法
案
、
防
衛
庁
の

省
昇
格
法
案
、
対
テ
ロ
特
措
法
の
延
長

な
ど
重
要
法
案
の
審
議
が
行
わ
れ
る
。

法
務
委
員
会
で
も
少
年
法
改
悪
案
、
信

託
法
な
ど
通
常
国
会
か
ら
の
継
続
審
議

が
残
っ
て
い
る
。
臨
時
国
会
は
政
府
・

与
党
に
と
っ
て
、
３
０
０
議
席
の
優
位

性
を
簡
単
に
は
発
揮
で
き
な
い
、
窮
屈

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

共
謀
罪
に
つ
い
て
政
府
・
与
党
は
通

常
国
会
で
何
度
も
強
行
採
決
を
狙
っ
た

が
、
反
対
の
声
の
高
ま
り
の
ま
え
に
挫

折
し
た
。
最
後
は
民
主
党
の
修
正
案
を

丸
飲
み
す
る
と
い
う
奇
策
を
も
使
っ
た

が
、
民
主
党
に
一
蹴
さ
れ
天
下
の
笑
い

も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
廃
案
に
な
っ

て
し
か
る
べ
き
だ
っ
た
が
、
あ
が
く
法

務
省
は
最
後
の
法
務
委
員
会
で
与
党
修

正
案
を
議
事
録
に
添
付
す
る
こ
と
で
継

続
審
議
と
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
９
月
26
日
、
札

付
き
の
右
翼
集
団
「
日
本
会
議
」
を
政

権
中
枢
に
抱
え
込
ん
だ
安
倍
政
権
が
発

足
し
た
。
安
倍
政
権
は
北
朝
鮮
の
「
核

実
験
」
を
絶
好
の
口
実
と
し
て
国
連

安
保
理
で
制
裁
決
議
を
主
導
し
、
侵
略

戦
争
へ
の
道
に
突
き
進
も
う
と
し
て
い

る
。
今
臨
時
国
会
は
盗
聴
法
・
組
織
犯

罪
処
罰
法
、
周
辺
事
態
法
、
国
旗
国
家

法
な
ど
悪
法
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
成
立
し
た

99
年
通
常
国
会
に
匹
敵
す
る
歴
史
的
位

置
を
占
め
て
い
る
。
危
機
と
流
動
の
な

か
、
一
寸
先
は
闇
の
な
か
で
の
激
闘
と

な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
国
会
闘
争

に
連
続
的
に
決
起
す
る
な
か
か
ら
、
労

働
組
合
の
根
底
的
な
決
起
と
大
衆
運
動

の
高
揚
を
か
ち
と
ろ
う
。

激
し
い
攻
防
が
続
く
共
謀
罪
闘

争
　

臨
時
国
会
開
会
の
前
か
ら
、
共
謀
罪

は
ギ
リ
ギ
リ
の
局
面
の
前
哨
戦
・
神
経

戦
が
つ
づ
い
て
き
た
。
９
月
15
日
、『
朝

日
新
聞
』『
読
売
新
聞
』
は
「
今
国
会

で
の
成
立
断
念
・
慎
重
」
と
報
道
し
た
。

だ
が
、９
月
19
日
付『
日
経
新
聞
』は「
民

主
党
の
出
方
次
第
で
強
行
採
決
」
と
報

じ
、
そ
の
後
、
長
勢
法
相
は
記
者
会
見

で
「
成
立
さ
せ
る
」
と
明
言
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
10
月
５
日
の
与
党
幹
事
長
・

政
調
会
長
・
国
対
委
員
長
会
議
で
最
優

先
法
案
が
確
定
し
、『
朝
日
新
聞
』は「
共

謀
罪
、
今
国
会
成
立
断
念
」
と
報
道
し

た
。
さ
ら
に
10
月
15
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
も「
今

国
会
成
立
断
念
」
と
放
送
し
た
。
し
か

し
、そ
れ
以
降
与
党
法
務
委
理
事
は「
法

案
審
議
ト
ッ
プ
は
共
謀
罪
」
と
ぶ
ち
あ

げ
、
法
務
大
臣
の
所
信
表
明
後
も
審
議

日
程
を
示
さ
な
い
異
様
な
委
員
会
運
営

を
行
い
、
10
月
24
日
の
法
務
委
で
の
審

議
冒
頭
の
審
議
抜
き
採
決
の
構
え
を
露

骨
に
示
し
た
。
10
月
21
日
の
『
日
経
新

聞
』
も
「
少
年
法
改
正
案
、
今
国
会
成

立
見
送
り
、
共
謀
罪
・
信
託
法
成
立
優

先
」
と
報
じ
た
。
だ
が
、
23
日
の
理
事

懇
談
会
で
「
信
託
法
の
審
議
入
り
」
が

決
定
さ
れ
、
現
時
点
（
10
月
24
日
）
で

は
『
読
売
新
聞
』
が
「
共
謀
罪
成
立
断

念
」
と
報
じ
て
い
る
。

　

だ
が
、
何
度
も
「
死
ん
だ
ふ
り
」
作

戦
を
行
っ
て
き
た
悪
名
高
い
政
府
・
与

党
で
あ
る
。
運
動
の
側
が
武
装
解
除
し

た
と
た
ん
、
し
ゃ
に
む
に
強
行
採
決

策
動
を
仕
掛
け
て
く
る
の
は
確
実
で
あ

る
。「
来
春
、
参
院
選
挙
の
前
で
の
共

謀
罪
採
決
は
避
け
た
い
」
と
の
与
党
の

思
惑
と
「
滞
っ
て
い
る
法
案
一
掃
、
治

安
法
ラ
ッ
シ
ュ
」
の
法
務
省
の
利
害
は

一
致
し
て
い
る
。
今
後
も
国
会
閉
会
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
奇
策
を
含
め
た
成
立

策
動
を
も
っ
て
あ
が
く
で
あ
ろ
う
。

大
衆
運
動
の
力
で
廃
案
へ

　

政
府
・
与
党
は
今
春
攻
防
を
総
括
し
、

総
力
戦
の
態
勢
を
と
っ
て
き
て
い
る
。

「
国
連
条
約
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
共
謀

罪
の
新
設
は
不
要
で
あ
る
と
の
見
解
に

達
し
た
」
と
い
う
日
弁
連
見
解
へ
の
迅

速
な
対
応
。「
成
立
断
念
」
を
た
い
し

た
根
拠
も
な
く
垂
れ
流
す
マ
ス
コ
ミ
。

さ
ら
に
統
一
協
会
機
関
誌
は「
や
は
り
、

共
謀
罪
は
臨
時
国
会
で
成
立
さ
せ
る
べ

き
」
と
の
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
動
き
に
北
朝
鮮
の
「
核
実
験―

制
裁
策
動
」
が
か
ら
み
あ
い
、
反
「
テ

ロ
」
機
運
の
高
ま
り
、
と
し
て
成
立
へ

の
動
き
は
確
か
に
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
う
は
い
っ
て
も
悪
名
高

共
謀
罪
の
審
議
＝
強
行
採
決
許
さ
ず
廃
案
へ

情勢
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い
「
共
謀
罪
」。
運
動
の
側
が
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
を
持
っ
て
い
る
限
り
、
政
府
・
与

党
の
側
も
う
か
つ
に
は
突
進
で
き
な
い

の
が
現
在
の
関
係
で
あ
る
。
実
際
、
今

秋
の
臨
時
国
会
に
む
け
反
対
運
動
は
着

実
に
前
進
を
か
ち
と
っ
て
き
た
。
10
月

３
日
、
東
京
・
星
陵
会
館
で
「
戦
争
と

憲
法
破
壊
の
道
を
断
ち
切
ろ
う―

さ
ら

ば
！
共
謀
罪
10
・
３
集
会
」
が
２
６
０

名
の
結
集
で
か
ち
と
ら
れ
た
。民
主
党
、

社
民
党
の
議
員
が
「
政
府
は
99
年
の
国

連
で
共
謀
罪
は
日
本
の
法
体
系
に
な
じ

ま
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
ゼ
ロ
か
ら

や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

今
国
会
で
の
全
面
対
決
を
表
明
。
鎌
田

慧
さ
ん
、
武
者
小
路
公
秀
さ
ん
が
講
演

を
行
っ
た
。
さ
ら
に
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

は
、
各
戦
線
か
ら
の
発
言
が
あ
い
つ
い

だ
。
共
謀
罪
廃
案
に
む
け
、
大
き
な
一

歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

後
も
10
月
９
日
に
「
共
謀
罪
反
対
！
京

都
市
民
集
会
」
が
共
謀
罪
に
反
対
す
る

京
都
集
会
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、
10

月
18
日
に
は
「
共
謀
罪
と
弁
護
士
の
警

察
に
対
す
る
依
頼
者
密
告
制
度―

犯
罪

対
策
と
人
権
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る―

集
会
」が
日
弁
連
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。

「
一
億
二
千
万　

共
謀
の
日
Ⅱ
」

が
大
成
功

　

10
月
24
日
に
も
採
決
強
行
か
、
と
い

う
決
定
的
な
局
面
で
決
定
的
な
闘
争
で

あ
る
「
一
億
二
千
万　

共
謀
の
日
Ⅱ
」

が
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
も
っ
て
打
ち
抜

か
れ
た
。
共
謀
罪
全
国
意
見
投
票
は
、

東
京
で
は
秋
葉
原
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
前

で
シ
ー
ル
投
票
行
わ
れ
、
否
決
・
廃
案

と
な
っ
た
。
東
京
・
銀
座
の
ホ
コ
天
で

は
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
さ
ん
や
ヨ
ッ
シ
ー
と
ジ
ュ

ゴ
ン
の
家
を
中
心
と
す
る
「
チ
ン
ド
ン

パ
レ
ー
ド
」
が
警
察
官
の
妨
害
を
は
ね

の
け
て
行
わ
れ
、
平
和
パ
レ
ー
ド
と
の

合
流
も
果
た
し
た
。
東
京
・
清
瀬
で
は

「
イ
ン
ド
カ
レ
ー
を
食
べ
て
共
謀
罪
を

廃
案
に
し
よ
う
！
」
企
画
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
が
カ
レ
ー
を
食
べ
、
講
演
会

で
共
謀
し
た
。
こ
の
他
に
も
全
国
各
地

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
共
謀
企
画
が
行
わ
れ

た
。
翌
23
日
に
は
江
戸
川
区
の
東
部
フ

レ
ン
ド
ホ
ー
ル
に
「
奇
跡
の
左
手
ピ
ア

ニ
ス
ト
」
を
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
き

「
秋
の
ピ
ア
ノ
の
夕
べ
」
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
共
謀
罪
の
問
題
に
触
れ
つ
つ

も
、
ピ
ア
ノ
の
音
色
に
包
ま
れ
て
優
雅

な
ひ
と
と
き
を
共
に
過
ご
し
た
。

　

22
日
夕
刻
、
一
連
の
企
画
と
連
帯
し

つ
つ
大
き
な
意
義
を
持
つ
ジ
ョ
イ
ン
ト

デ
モ
が
行
わ
れ
た
。
都
教
委
包
囲
・
首

都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
破
防
法
・
組
対

法
に
反
対
す
る
共
同
行
動
の
共
催
に
よ

る
「
や
め
ろ
！
教
育
基
本
法
改
悪　

つ

ぶ
せ
！
共
謀
罪
10
．
22
新
宿
ジ
ョ
イ
ン

ト
デ
モ
」
で
あ
る
。
あ
い
に
く
夕
方
に

な
っ
て
降
り
始
め
た
雨
の
中
、
２
５
０

名
が
結
集
し
、
新
宿
の
街
に
「
共
謀
罪

反
対
」「
教
育
基
本
法
改
悪
反
対
」
の

声
を
轟
か
せ
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
デ

モ
は
、
政
府
・
与
党
の
「
戦
争
国
家
づ

く
り
」
の
大
き
な
柱
、
教
育
改
悪
と
治

安
弾
圧
に
反
撃
す
る
も
の
だ
。

　

こ
う
し
た
集
会
・
デ
モ
と
国
会
前
闘

争
が
か
ら
み
あ
い
、
大
き
な
高
揚
が
生

ま
れ
て
い
る
。
春
の
過
程
で
共
謀
罪
推

進
派
に
「
見
渡
す
限
り
共
謀
罪
反
対
」

と
言
わ
し
め
た
世
論
の
巨
大
な
流
動
が

再
び
三
度
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
力

を
11
・
５
労
働
者
集
会
の
１
万
人
結
集

に
集
約
し
、
共
謀
罪
、
教
育
基
本
法
改

悪
案
を
は
じ
め
と
す
る
一
切
の
悪
法
を

葬
り
去
ろ
う
。　
　
　
　
（
山
口
秀
樹
）

「さらば！共謀罪 10・３集会」（東京・星陵会館）
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北
朝
鮮
核
実
験
で
急
迫
す
る
帝

国
主
義
侵
略
戦
争
と
対
決
し
よ

う
！

　

10
月
９
日
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
（
以
下
北
朝
鮮
）
は
、
労
働
者
と

人
民
の
闘
い
に
敵
対
す
る
核
実
験
を
強

行
し
ま
し
た
。
労
働
者
と
人
民
の
自
己

解
放
に
敵
対
し
、
追
い
つ
め
ら
れ
た
ス

タ
ー
リ
ン
主
義
の
階
級
と
し
て
許
す

こ
と
の
で
き
な
い
姿
が
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
核
実
験
で
、
国
連
に
お
い
て

日
米
主
導
の
北
朝
鮮
攻
撃
が
正
当
化
さ

れ
、
日
米
軍
事
同
盟
に
よ
る
侵
略
戦
争

が
急
速
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

国
会
で
は
、
全
会
一
致
で
「
北
朝
鮮

非
難
決
議
」
が
上
げ
ら
れ
、
全
国
の
地

方
自
治
体
で
も
次
々
と
同
様
の
決
議
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
朝
鮮
と

交
易
関
係
の
あ
る
企
業
、
港
湾
等
の
す

べ
て
で
経
済
封
鎖
発
動
以
前
に
関
係
断

絶
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
経
済
封
鎖
と

こ
れ
を
貫
徹
す
る
た
め
の
「
臨
検
」
は
、

事
実
上
の
戦
争
突
入
以
外
の
何
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で

改
憲
に
反
対
し
て
き
た
勢
力
ま
で
「
平

和
へ
の
脅
威
」
と
し
て
「
北
朝
鮮
非
難

声
明
」
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
今
こ
そ
労
働
者
階
級

の
立
場
に
立
ち
き
っ
て
、
こ
の
問
題
と

し
っ
か
り
対
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

第
一
に
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
の
背
景

に
は
、
ま
ず
帝
国
主
義
の
根
底
的
危
機

が
あ
り
、こ
れ
を
乗
り
切
る
た
め
の「
搾

取
と
戦
争
」
強
化
政
策
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

そ
の
具
体
的
貫
徹
と
し
て
の
日
米
軍

事
同
盟
の
凄
ま
じ
い
強
化
が
、
北
朝
鮮

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
支
配
の
危
機
を
加
速

し
て
い
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
の
で

す
。
日
米
帝
国
主
義
軍
事
同
盟
の
強
化

と
戦
争
重
圧
こ
そ
が
最
大
の
原
因
な
の

で
す
。

　

ブ
ッ
シ
ュ
や
安
倍
に
と
っ
て
は
、
北

朝
鮮
が
凶
暴
化
す
る
こ
と
は
織
り
込
み

済
み
な
の
で
す
。
日
米
同
盟―

侵
略
戦

争
体
制
を
万
全
に
構
築
し
た
上
で
、
戦

争
へ
の
踏
み
切
り
を
国
際
的
国
内
的
に

承
認
さ
せ
る
た
め
に
、「
核
実
験
」
を

衝
撃
的
に
打
ち
出
し
て
い
る
の
で
す
。

　

米
帝
の
世
界
支
配
に
屈
し
な
い
諸
国

を「
悪
の
枢
軸
」と
規
定
し「
長
い
戦
争
」

を
宣
言
し
、「
テ
ロ
」「
大
量
破
壊
兵
器
」

の
脅
威
を
宣
伝
し
、
イ
ラ
ク
戦
争
を
強

行
し
大
量
破
壊
兵
器
で
大
殺
戮
を
行
っ

て
き
た
の
は
米
帝
で
す
。
そ
し
て
こ
れ

を
支
え
て
い
る
の
が
日
帝
な
の
で
す
。

教育基本法改悪・改憲阻止闘争を牽引し、
２月全国総会の歴史的成功に向け組織建設
の根本的強化を勝ち取ろう！

事務局長　辻川　慎一
交流センター定期全国総会（２月５日）
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安
倍
は
、
小
泉
政
権
下
で
構
築
さ
れ
て

き
た
有
事
体
制
の
整
備
を
盾
に
、
経
済

制
裁―
戦
争
発
動
に
踏
み
込
ん
で
い
る

の
で
す
。

　

労
働
者
階
級
人
民
に
と
っ
て
最
大
の

脅
威
は
帝
国
主
義
の
暴
力
で
あ
り
戦
争

で
す
。
決
し
て
ご
ま
か
さ
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
労
働
者
階
級
が
第
一
に
批
難

し
対
決
す
べ
き
は
、
米
帝
で
あ
り
日
帝

な
の
で
す
。

　

第
二
に
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
は
、
ス

タ
ー
リ
ン
主
義
体
制
を
守
る
た
め
に
の

み
発
動
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
徹
頭
徹
尾

反
人
民
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

彼
ら
に
と
っ
て
、
労
働
者
階
級
人
民
は

支
配
の
対
象
で
し
か
な
い
の
で
す
。
帝

国
主
義
の
武
器
が
労
働
者
階
級
人
民

に
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ス
タ
ー

リ
ン
主
義
の
武
装
も
ま
た
人
民
を
支
配

し
、
自
己
解
放
的
反
乱
を
抑
止
す
る
も

の
で
す
。

　

そ
れ
故
、
韓
国
労
働
者
階
級
、
日
本

労
働
者
階
級
そ
し
て
在
日
朝
鮮
・
韓
国

人
民
と
の
階
級
的
連
帯
を
阻
止
す
る
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
帝
国
主
義
と
ス
タ
ー
リ

ン
主
義
に
よ
る
二
重
の
分
断
に
た
い
し

て
「
帝
国
主
義
も
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
も

い
ら
な
い
。
必
要
な
の
は
労
働
者
階
級

人
民
の
連
帯
と
団
結
だ
」
と
鮮
明
に
打

ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
北
朝
鮮
人
民
の
苦
闘
も
、

日
帝
の
侵
略
戦
争
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
の
で
す
。
侵
略
戦
争
を
革
命
に
転

化
し
え
な
か
っ
た
日
本
労
働
者
階
級
と

し
て
の
痛
苦
な
歴
史
の
結
果
と
し
て
あ

り
ま
す
。
労
働
者
人
民
の
存
在
を
決
し

て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ア
フ
ガ
ン

―

イ
ラ
ク
戦
争
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

人
民
の
解
放
が
帝
国
主
義
の
武
力
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
な
ど
決
し

て
な
い
の
で
す
。

11
・
５
の
勝
利
か
ら
11
〜
12
月

闘
争
を
貫
徹
し
07
年
決
戦
の
主

体
的
陣
形
を
形
成
し
よ
う
！

　

動
労
千
葉
の
闘
い
と
教
育
労
働
者
の

決
起
に
、
青
年
労
働
者
と
学
生
の
自
己

解
放
的
決
起
が
結
合
し
06
年
闘
争
の

核
心
的
高
揚
が
切
り
開
か
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
11
・
５
集
会
を
め
ぐ
っ
て
あ

ら
ゆ
る
勢
力
が
反
動
と
制
動
を
深
め
て

い
ま
す
。

　

前
項
で
も
明
ら
か
な
こ
と
で
す
が
、

帝
国
主
義
と
こ
れ
に
屈
服
し
た
勢
力
、

そ
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
反
動
を
突

破
す
る
こ
と
は
、
韓
国
・
朝
鮮
の
労
働

者
階
級
人
民
だ
け
で
な
く
、
ま
ず
も
っ

て
日
本
労
働
者
階
級
の
課
題
で
あ
り
苦

闘
な
の
で
す
。
私
た
ち
の
直
接
的
苦
闘

や
格
闘
は
、
世
界
の
労
働
者
階
級
人
民

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
12
月
15
日
を
会
期
末
と

す
る
国
会
闘
争
を
軸
と
す
る
安
倍
政
権

と
の
激
突
の
勝
利
も
、
職
場
・
地
域
に

お
け
る
反
動
勢
力
の
圧
力
や
こ
れ
と
の

不
退
転
の
激
突
を
回
避
し
た
と
こ
ろ
に

は
切
り
開
か
れ
な
い
の
で
す
。
労
働
者

階
級
は
闘
い
を
通
し
て
真
実
に
目
覚
め

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
幻

想
を
う
ち
破
っ
た
と
き
真
の
力
を
発
揮

し
、
世
界
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
鉄
火
の
闘
争
の
中
で
、
こ
の
立
場

に
立
ち
き
っ
て
自
分
を
打
ち
立
て
仲
間

を
獲
得
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
こ

そ
が
「
戦
争
と
搾
取
」
と
の
激
突
と
し

て
の
07
年
決
戦
の
最
深
の
根
拠
地
な
の

で
す
。

交
流
セ
ン
タ
ー
の
路
線
と
組
織

の
全
面
強
化
を
２
月
総
会
に
向

け
勝
ち
取
ろ
う
！

　

さ
て
、
年
末
年
始
の
過
程
は
、
交
流

セ
ン
タ
ー
と
し
て
06
年
闘
争
を
根
本
か

ら
総
括
し
07
年
闘
争
を
切
り
開
く
た
め

に
、
２
月
総
会
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
重

要
な
期
間
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
全
国

の
み
な
さ
ん
に
総
会
に
向
け
た
い
く
つ

か
の
課
題
を
提
起
し
、
強
力
に
団
結
す

る
た
め
の
討
論
を
深
め
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
土
台
は
９
月
拡
大
全
国
運
営
委

員
会
の
提
起
と
議
論
に
あ
り
ま
す
。
第

一
に
、
組
織
問
題
と
し
て
顕
在
化
し
た

06
年
総
会
方
針
に
反
す
る
路
線
的
不
一

致
の
問
題
。
第
二
に
、
こ
の
不
一
致
を

主
要
な
原
因
と
す
る
組
織
活
動
停
滞
の

問
題
。
第
三
に
、
執
行
体
制
刷
新
の
課

題
で
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
決
し
て

後
ろ
向
き
で
議
論
さ
れ
る
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
情
勢
の
激
動
が
、
一
般
的
一

致
で
は
突
き
抜
け
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

先
に
も
記
述
し
た
よ
う
に
「
護
憲
・

平
和
」
勢
力
で
さ
え
「
北
朝
鮮
批
難
」

で
一
致
し
、
帝
国
主
義
に
屈
服
し
て
し

ま
う
時
代
で
す
。
要
す
る
に
労
働
者
階

級
の
現
実
の
闘
い
に
展
望
を
見
出
し
得

な
い
人
は
、
例
外
な
く
反
動
化
し
て
し

ま
う
時
代
な
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

路
線
的
に
が
っ
ち
り
と
一
致
し
な
い
と

吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

全
国
交
流
セ
ン
タ
ー
の
行
動
や
会
議

を
拒
否
し
、
総
会
方
針
に
反
す
る
一
部

の
人
々
の
行
動
や
主
張
は
、
動
労
千
葉

運
動
と
職
場
闘
争
を
否
定
し
、
こ
れ
を

全
国
運
動
と
し
て
展
開
す
る
事
の
拒
絶
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と
し
て
集
約
さ
れ
ま
す
。

　

も
は
や
こ
れ
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
交
流
セ
ン
タ
ー
と

は
何
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
鮮
明
に

し
、
団
結
す
る
た
め
の
重
要
な
契
機
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

動
労
千
葉
が
、
既
成
労
働
運
動
指
導

部
の
総
破
産
を
突
き
破
り
今
日
ま
で
日

本
労
働
者
階
級
の
最
前
線
で
不
屈
に
闘

い
き
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
職
場
で
の
闘

争
と
団
結
形
成
が
基
礎
に
あ
っ
て
の
こ

と
で
す
。

　

既
成
の
運
動
は
、
こ
の
職
場
闘
争
を

金
銭
に
置
き
換
え
、
資
本
に
明
け
渡
し

破
産
し
て
き
た
の
で
す
。
私
た
ち
は
、

職
場
の
怒
り―

資
本
と
の
闘
い
の
最
前

線
を
決
し
て
明
け
渡
し
て
は
な
ら
な
い

の
で
す
。
こ
れ
を
否
定
し
て
、
一
体
何

の
労
働
運
動
で
し
ょ
う
か
。

　

連
合
や
全
労
連
も
労
働
者
の
職
場

の
不
満
や
怒
り
を
選
挙
な
ど
に
す
り
替

え
、
実
際
に
は
労
働
者
を
抑
圧
・
弾
圧

し
て
い
ま
す
。
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

れ
を
許
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。「
反

連
合
・
反
全
労
連
」
は
、
決
し
て
一
般

的
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
労
働
者
階
級
自
身
の
要
求
に
転

化
し
、
全
国
６
０
０
０
万
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
中
に
新
た
な
階
級
的
団
結
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
。
こ
れ
こ
そ

が
交
流
セ
ン
タ
ー
の
役
割
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
、「
４
大
産
別
を
柱
と
す

る
基
幹
産
別
に
お
い
て
労
働
組
合
権

力
を
労
働
者
階
級
自
身
に
奪
還
し
よ

う
！
」
そ
の
た
め
に
「
組
合
権
力
闘
争

に
打
っ
て
出
る
」
と
い
う
戦
闘
的
フ
ラ

ク
シ
ョ
ン
方
針
が
あ
り
、「
労
働
組
合

の
な
い
職
場
に
労
働
組
合
を
建
設
し
よ

う
！
」
と
い
う
合
同
労
組
を
水
路
と
し

た
中
小
未
組
織
に
お
け
る
団
結
形
成
方

針
が
あ
り
、
こ
れ
を
土
台
と
し
た
中
央

政
治
闘
争
・
反
戦
闘
争
の
組
織
化―

最

大
の
結
集
軸
と
し
て
の
11
月
集
会
方
針

が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
基
軸
に
動
労
千

葉
が
あ
り
、
そ
の
組
合
思
想
と
路
線
が

あ
る
の
で
す
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
全
国
運
動

の
組
織
体
な
の
で
す
。
こ
れ
を
徹
底
し

て
再
確
認
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
点

在
す
る
「
活
動
家
集
団
」
と
い
う
傾
向

か
ら
、
全
体
の
獲
得
を
目
指
す
「
組
織

者
集
団
」
へ
の
根
本
的
転
換
の
課
題
が

明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
労
働
者
階
級
総

体
の
団
結
を
組
織
す
る
た
め
の
、
密
集

し
た
実
践
的
組
織
者
集
団
へ
の
本
格
的

飛
躍
で
す
。
そ
の
た
め
に
労
働
者
組
織

と
し
て
の
「
組
織
」
へ
の
基
本
的
再
構

築
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
根
本
的
転
換
を
実
現
す
る

た
め
に
、
ま
ず
も
っ
て
中
央
執
行
体
制

か
ら
抜
本
的
に
再
編
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
据
え
て
07

年
総
会
に
向
け
、
各
地
方
で
の
積
極
的

な
議
論
の
深
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

切迫する侵略戦争情勢（10月22日 読売新聞）
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ス
労
自
主
の
北
海
道
闘
争
団
激
励
・

オ
ル
グ
ツ
ア
ー
に
誘
っ
て
も
ら
っ
て
、

闘
争
団
と
の
現
地
交
流
に
は
じ
め
て
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
北
海
道

横
断
旅
行
と
い
う
「
魅
力
」
に
引
か
れ

た
こ
と
も
確
か
で
す
が
、
安
倍
政
権
の

改
憲
・
戦
争
の
本
格
的
踏
み
切
り
の

中
で
、
国
鉄
１
０
４
７
名
闘
争
が
「
政

治
解
決
」
の
大
合
唱
で
と
ん
で
も
な
い

泥
沼
に
陥
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
現
場
闘
争
団
の
直
接
の
声
を
聞
き

た
い
、
そ
し
て
国
鉄
闘
争
に
対
す
る
私

の
思
い
と
東
京
で
始
ま
っ
て
い
る
闘
い

の
息
吹
を
伝
え
た
い
、
そ
れ
が
私
の
ツ

ア
ー
参
加
の
最
大
の
目
的
で
し
た
。

　
「
争
議
に
和
解
も
あ
り
え
る
が
、
何

の
た
め
に
闘
っ
て
き
た
の
か
の
納
得
が

で
き
、
闘
い
が
残
る
解
決
で
な
け
れ
ば

絶
対
ダ
メ
だ
。
年
内
解
決
な
ど
何
の
根

拠
も
な
い
」
と
キ
ッ
パ
リ
言
い
切
る
釧

路
闘
争
団
の
横
田
さ
ん
。「
政
治
決
着

と
言
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
得
る
も

の
な
ど
何
も
な
い
と
思
う
」
と
戸
惑
い

を
持
ち
な
が
ら
も
、
今
ま
で
の
原
則
的

な
闘
い
を
担
っ
て
い
く
決
意
を
語
っ
て

く
れ
た
北
見
の
若
い
闘
争
団
員
。
あ
ら

ゆ
る
攻
撃
を
打
ち
破
っ
て
、
北
海
道
に

は
ま
だ
ま
だ
闘
い
の
火
は
燃
え
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
現
場
闘
争
団
が
、
政

府
や
Ｊ
Ｒ
資
本
に
這
い
つ
く
ば
っ
て
闘

争
団
を
敗
北
の
道
に
引
き
摺
り
込
も
う

と
し
て
い
る
指
導
部
に
代
わ
っ
て
、
自

ら
が
闘
争
の
主
体
に
躍
り
出
る
と
き
が

き
て
い
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

廃
線
の
跡
が

「
メ
モ
リ
ア
ル
ロ
ー
ド
」

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
ス
労
自
主
労

組
の
入
江
委
員
長
を
団
長
に
、
棚
橋
さ

ん
、
長
谷
川
さ
ん
、
小
倉
闘
争
団
員
で

５
・
27
国
労
臨
大
闘
争
弾
圧
被
告
の
羽

廣
さ
ん
に
東
京
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
局

の
新
井
が
く
っ
つ
い
て
の
３
泊
４
日
、

約
８
０
０
キ
ロ
の
行
程
を
た
だ
ひ
た
す

ら
走
る
旅
で
し
た
。

　
〈
北
海
道
は
広
い
〉
を
実
感
す
る
と

と
も
に
、規
制
緩
和
・
構
造
改
革
に
よ
っ

て
地
方
の
過
疎
化
が
ど
れ
ほ
ど
深
刻
な

も
の
に
な
っ
て
い
る
か
を
痛
感
し
ま
し

た
。
国
鉄
の
分
割
民
営
化
に
よ
る
線

路
の
廃
止
と
列
車
本
数
の
縮
小
が
地
域

経
済
の
空
洞
化
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま

す
。
帯
広
か
ら
釧
路
へ
の
道
路
は
ほ
ぼ

根
室
本
線
と
平
行
し
て
走
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
２
時
間
余
り
の
走
行
中
に
列

車
の
姿
を
見
た
の
は
た
っ
た
の
一
本
。

「
本
当
か
？
」
と
釧
路
に
着
い
て
駅
で

ダ
イ
ヤ
表
を
確
か
め
る
と
、
確
か
に
午

前
中
と
夕
方
は
一
時
間
に
一
本
、
午
後

の
時
間
帯
で
は
二
時
間
に
一
本
し
か
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
駅
前
は
閑

散
と
し
、
空
き
家
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉

ま
っ
て
い
る
商
店
が
目
立
つ
の
は
、
今

ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
地
方
都
市
の
姿
で

す
。

　

紋
別
で
は
名
寄
本
線
の
跡
が
広
い
道

路
と
な
り
、「
メ
モ
リ
ア
ル
ロ
ー
ド
」

な
ど
と
「
美
し
い
」
名
が
付
け
ら
れ
、

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
Ｓ
Ｌ
の
写
真
が
刻

ま
れ
た
記
念
碑
が
た
っ
て
い
ま
し
た
。

一
体
何
を
「
メ
モ
リ
ー
」
す
る
と
い
う

の
か
。
廃
線
の
跡
に
は
、
国
鉄
か
ら
首

を
切
ら
れ
、
生
活
を
破
壊
さ
れ
た
国
鉄

労
働
者
の
怒
り
と
悔
し
さ
が
染
み
込
ん

で
い
る
こ
と
を
こ
そ
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
は
ず
で
す
。

北
海
道
交
流
セ
ン
タ
ー
仲
間
と

交
流

　

１
日
目
は
、
午
前
の
便
で
新
千
歳
空

港
に
到
着
し
、
夜
は
北
海
道
交
流
セ
ン

タ
ー
の
仲
間
４
人
と
交
流
会
を
持
ち
ま

し
た
。
92
年
に
準
備
会
を
結
成
、
現
在

は
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
活
動
は
停

滞
気
味
と
苦
闘
し
て
い
る
よ
う
で
し
た

が
、
事
務
局
長
が
タ
ク
シ
ー
争
議
を
闘

い
合
同
労
組
の
執
行
委
員
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
元
気
の
で
る
報
告
も
あ
り

「４党合意」の自己批判なしの

 「総結集」はありえない！

―北海道闘争団激励・オルグに参加して
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ま
し
た
。
交
流
セ
ン
タ
ー
の
総
会
や

拡
大
運
営
委
員
会
へ
の
出
席
が
困
難
な

中
で
、
東
京
か
ら
訪
ね
て
き
た
こ
と
に

感
激
し
、
来
年
の
定
期
総
会
に
は
代
表

と
事
務
局
長
の
二
人
が
出
席
す
る
こ
と

を
約
束
し
て
く
れ
ま
し
た
。
全
国
組
織

と
し
て
の
労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
に
と
っ

て
、
た
た
か
う
労
働
運
動
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
に
と
っ
て
も
北
海
道
の
労

働
運
動
の
持
つ
位
置
は
重
要
で
す
。
総

会
へ
の
参
加
は
、北
海
道
交
流
セ
ン
タ
ー

の
再
建
に
向
か
っ
て
の
具
体
的
な
第
一

歩
と
な
る
こ
と
は
確
実
で
す
。
出
席
を

決
意
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
今
回
の
ツ

ア
ー
の
最
初
の
収
穫
と
言
え
ま
す
。

「
大
結
集
」「
政
治
解
決
」へ
の
怒
り

　

２
日
目
は
、
一
日
か
け
て
の
車
で
の

北
海
道
横
断
で
す
。
快
晴
の
中
の
約
８

時
間
の
ド
ラ
イ
ブ
は
外
の
景
色
も
堪
能

で
き
ま
し
た
が
、
車
中
で
の
丁
々
発
止

の
議
論
も
な
か
な
か
楽
し
い
も
の
で
し

た
。
釧
路
に
着
い
た
の
は
午
後
５
時
過

ぎ
で
、
釧
路
特
有
の
霧
が
立
ち
込
め
寒

さ
も
合
わ
さ
っ
て
冬
が
近
づ
い
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
を
間
違
え
る
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
の
後
、
釧
路
闘
争
団
の
横
田
さ
ん

と
合
流
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

横
田
さ
ん
が
責
任
者
と
し
て
運
営
し

て
い
る
釧
路
闘
争
団
事
業
体
（
警
備
会

社
）
は
、
現
在
60
人
以
上
の
労
働
者
を

抱
え
る
道
内
で
も
最
大
の
規
模
の
事
業

体
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
闘
争

団
が
事
業
体
と
し
て
自
活
し
て
い
る
の

は
釧
路
闘
争
団
だ
け
と
い
う
こ
と
で

す
。
賃
金
や
労
働
条
件
も
こ
の
種
の
事

業
と
し
て
は
最
高
の
水
準
を
確
保
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
横
田
さ
ん
の
誠

実
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
責
任
者
と
し
て
の
多
忙
さ

が
、
闘
争
団
と
し
て
の
闘
い
の
時
間
を

奪
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
、「
こ
の

ま
ま
で
は
自
分
が
お
か
し
く
な
っ
て
し

ま
う
」
と
ジ
レ
ン
マ
と
焦
り
を
正
直
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
今
回

の
国
労
本
部
と
闘
争
団
の
「
総
結
集
」

「
早
期
政
治
解
決
」
の
動
き
に
対
し
て

は
、
危
機
感
と
激
し
い
怒
り
に
燃
え
て

い
ま
し
た
。「
年
内
決
着
な
ど
何
の
根

拠
も
な
い
の
に
、
４
党
合
意
賛
成
派
も

反
対
派
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
」

「
本
部
と
闘
争
団
で
主
導
権
争
い
を
し

て
い
る
だ
け
だ
」「
４
党
合
意
こ
そ
団

結
を
破
壊
し
た
張
本
人
」「
自
己
批
判

な
し
に
、
た
だ
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う

と
は
な
ら
な
い
」「
原
告
団
が
絡
め
と

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
る
」
横
田
さ
ん
の
怒
り
と
危
惧

は
、
政
府
・
国
鉄
当
局
の
苛
烈
な
攻
撃

と
の
闘
い
だ
け
で
な
く
、
国
労
本
部
の

裏
切
り
や
、
特
に
４
党
合
意
派
の
闘
争

団
の
団
結
破
壊
と
必
死
に
闘
っ
て
き
た

闘
争
団
員
の
譲
れ
な
い
当
然
の
気
持
ち

で
す
。
横
田
さ
ん
の
よ
う
な
人
こ
そ
、

国
労
本
部
や
、
闘
争
団
指
導
部
に
代

わ
っ
て
地
域
現
場
に
依
拠
し
た
闘
い
の

主
体
で
あ
る
は
ず
で
す
。
11
月
集
会
は

「
仕
事
の
都
合
が
つ
け
ら
れ
た
ら
行
き
た

い
」
と
の
返
事
で
し
た
が
、
も
う
一
つ

確
信
に
満
ち
た
オ
ル
グ
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
こ
の
ツ
ア
ー

で
一
番
悔
や
ま
れ
る
こ
と
で
し
た
。

闘
い
を
担
う
若
い
闘
争
団

　

３
日
目
の
午
前
中
は
、
釧
路
湿
原
や

摩
周
湖
、
北
海
道
労
組
交
流
セ
ン
タ
ー

の
仲
間
が
推
薦
の
美
幌
峠
を
楽
し
み
、

途
中
で
丹
頂
ヅ
ル
を
見
つ
け
る
こ
と

も
で
き
一
端
の
観
光
旅
行
と
な
り
ま
し

た
。

　

午
後
は
４
時
近
く
に
美
幌
闘
争
団
事

務
所
に
着
き
ま
し
た
が
、
当
日
東
京
行

動
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

残
念
な
が
ら
会
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
の
訪
問
地
北
見
で
は
、
闘
争
団
事

務
所
に
２
人
の
闘
争
団
員
が
待
っ
て
い

て
く
れ
ま
し
た
。
国
鉄
最
後
の
入
社
で

２
年
後
に
解
雇
、
一
番
若
い
闘
争
団
員

で
す
。
真
面
目
で
闘
争
団
と
し
て
誇
り

を
も
っ
て
闘
っ
て
い
る
そ
の
姿
勢
に
、

敵
に
魂
を
売
り
渡
す
『
政
治
解
決
』
路

線
を
は
ね
の
け
る
力
が
宿
っ
て
い
る
こ

と
を
確
信
で
き
ま
し
た
。
解
雇
撤
回
を

求
め
て
原
則
的
に
闘
う
彼
ら
と
、
動
労

千
葉
を
は
じ
め
全
国
の
た
た
か
う
労
働

者
が
結
び
つ
く
こ
と
こ
そ
勝
利
の
展
望

を
切
り
開
く
道
で
す
。
そ
の
た
め
に
も

11
・
５
労
働
者
集
会
の
成
功
を
か
ち
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
あ
ら
た
め

て
強
く
思
い
ま
し
た
。（
東
京
労
組
交

流
セ
ン
タ
ー
事
務
局　

新
井
）

北見闘争団の事務所を尋ねて（10月６日）
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韓
国
の
民
主
労
総
は
、
来
た
る
11
月

15
日
よ
り
「
80
万
全
組
合
員
が
参
加
す

る
無
期
限
ゼ
ネ
ス
ト
」
に
突
入
す
る
。

　

民
主
労
総
は
、
現
下
の
階
級
情
勢
を

「
殺
人
政
権
、
新
自
由
主
義
的
労
働
弾

圧
政
権
に
対
す
る
全
面
的
な
労
働
基
本

権
獲
得
闘
争
と
民
衆
生
存
権
獲
得
闘
争

の
政
局
」
と
規
定
し
、
４
大
要
求
と
し

て
①
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
立
法
阻
止
、
労
使

関
係
民
主
化
立
法
獲
得
②
非
正
規
職
権

利
保
障
立
法
獲
得
③
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉

阻
止
④
労
災
保
険
法
改
正―

を
掲
げ
て

い
る
。
11
月
ゼ
ネ
ス
ト
は
、
こ
の
４
大

要
求
を
掲
げ
て
「
殺
人
・
労
働
弾
圧
の

ノ
ム
ヒ
ョ
ン
政
権
退
陣
」に
向
け
た「
全

面
戦
争
」
と
し
て
闘
わ
れ
る
。

　

ゼ
ネ
ス
ト
の
組
織
化
に
向
け
、
現
在

民
主
労
総
は
全
組
織
で
ス
ト
賛
否
投
票

を
推
進
し
て
お
り
、
ス
ト
直
前
の
11
月

11

－
12
日
に
は
20
万
人
規
模
の
結
集
を

目
指
す
全
国
労
働
者
大
会
を
計
画
し
て

い
る
。

　

日
本
の
11
・
５
労
働
者
集
会
参
加
者

は
、
今
年
も
動
労
千
葉
を
先
頭
に
訪
韓

団
を
編
成
し
、
集
会
の
成
果
を
手
に
こ

の
韓
国
労
働
者
大
会
に
大
合
流
す
る
。

朝
鮮
侵
略
戦
争
策
動
と
対
決

　

民
主
労
総
の
11
月
闘
争
は
、
何
よ
り

も
北
朝
鮮
に
対
す
る
米
日
帝
国
主
義
の

激
し
い
侵
略
戦
争
策
動
の
な
か
で
闘
わ

れ
る
。

　

北
朝
鮮
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
核
実
験

に
対
し
、
民
主
労
総
を
は
じ
め
と
す
る

韓
国
の
労
働
者
・
人
民
は
、「
今
回
の

事
態
は
米
国
の
対
北
朝
鮮
敵
対
政
策
に

あ
る
」
と
し
て
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
を

弾
劾
し
、
反
戦
闘
争
に
立
ち
上
が
っ
て

い
る
。
10
月
22
日
に
は
５
千
人
が
結
集

す
る
な
か
、「
反
米
反
戦
民
衆
大
会
」

が
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
た
。

　

一
方
、
労
働
メ
デ
ィ
ア
「
チ
ャ
ム
セ

サ
ン
」
は
、「
も
し
朝
鮮
半
島
で
戦
争

が
起
こ
れ
ば
、
複
数
労
組
許
容
を
と
お

し
た
労
働
権
保
障
も
、
不
法
派
遣
を
正

規
職
化
し
差
別
を
撤
廃
す
る
こ
と
も
、

意
味
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
」

と
警
告
し
て
い
る
。

　

こ
の
主
張
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
日
米
政
府
の
「
北
朝
鮮
へ
の
対

処
」
の
本
質
は
、
朝
鮮
半
島
全
体
へ
の

侵
略
戦
争
策
動
で
あ
る
と
同
時
に
、
朝

鮮
階
級
闘
争
に
対
す
る
圧
殺
攻
撃
だ
。

日
帝
・
安
倍
政
権
も
、
北
朝
鮮
脅
威
論

を
激
し
く
あ
お
る
中
で
、
教
育
基
本
法

改
悪
と
共
謀
罪
、
そ
し
て
改
憲
を
一
挙

に
押
し
通
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
ま
っ
た
だ
中
で

日
韓
米
の
労
働
者
が
階
級
的
団
結
を
固

め
る
こ
と
は
決
定
的
に
重
要
だ
。

民
営
化―

労
組
破
壊
と
の
闘
い

　

現
在
韓
国
の
ノ
ム
ヒ
ョ
ン
政
権
は
、

米
日
資
本
と
韓
国
資
本
の
圧
力
を
受

け
、
民
営
化―
規
制
緩
和
と
労
組
破
壊

の
攻
撃
を
激
し
く
推
し
進
め
て
い
る
。

　

民
主
労
総
が
、
阻
止
の
第
１
に
掲
げ

て
い
る
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」（
労
使
関

係
法
制
度
先
進
化
策
）
と
は
、
韓
国
の

労
使
関
係
、
す
な
わ
ち
労
働
者
階
級
の

不
屈
の
闘
い
に
よ
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
現
在
の
階
級
的
力
関
係
を
一
挙

に
転
覆
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。

　

具
体
的
に
は
①
産
別
労
組
時
代
に
対

抗
す
る
労
使
関
係
再
編
（
交
渉
窓
口
の

単
一
化
／
労
組
専
従
へ
の
賃
金
支
給
禁

止
／
労
組
に
代
わ
る
労
使
協
議
会
の
代

表
性
強
化
な
ど
）
②
使
用
者
対
抗
権
の

強
化
＝
ス
ト
権
弱
体
化
（
ス
ト
を
禁
止

す
る
公
益
事
業
所
の
範
囲
拡
大
／
公
益

事
業
所
に
お
け
る
代
替
労
働
＝
ス
ト
破

り
導
入
／
緊
急
調
整
時
に
お
け
る
争
議

行
為
禁
止
期
間
の
延
長
／
職
場
閉
鎖
の

要
件
緩
和
／
争
議
行
為
賛
否
投
票
へ
の

介
入
／
「
労
組
の
行
為
準
則
・
争
議
行

為
準
則
」
新
設
な
ど
）、
③
「
労
働
市

場
柔
軟
化
」
の
拡
大
強
化
（
整
理
解
雇

要
件
の
緩
和
／
不
当
解
雇
時
の
使
用
者

処
罰
緩
和
・
金
銭
補
償
制
度
導
入
）
な

ど
30
項
目
以
上
に
及
ぶ
。
文
字
通
り
労

40
万
ゼ
ネ
ス
ト
に
向
か
う
韓
国
・
民
主
労
総

戦
争
と
民
営
化
＝
労
組
破
壊
に
た
ち
向
か
う
労
働
者
の
国
際
的
団
結
を
！

動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会　

広
沢
こ
う
志
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組
破
壊
攻
撃
だ
。

　

さ
ら
に
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協

定
）
と
は
、
労
働
、
農
業
、
国
家
基
幹

産
業
、サ
ー
ビ
ス
、医
療
、教
育
、文
化
、

金
融
・
資
本
市
場
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

わ
た
っ
て
韓
国
の
市
場
開
放
・
民
営
化
・

規
制
緩
和
を
迫
る
も
の
で
あ
り
、
韓
国

経
済
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
ア
メ
リ
カ
帝

国
主
義
の
も
と
に
従
属
さ
せ
、
食
い
物

に
し
、
労
働
者
の
生
活
を
と
こ
と
ん
犠

牲
に
す
る
も
の
だ
。（
日
本
の
政
府
・

財
界
も
日
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
を
狙
っ
て

い
る
が
、
日
帝
の
歴
史
的
制
約
性
と
韓

国
労
働
者
階
級
の
闘
い
に
よ
っ
て
頓
挫

し
て
い
る
。）

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
闘
い

　

８
５
５
万
人
と
い
わ
れ
る
韓
国
の
非

正
規
雇
用
労
働
者
の
存
在
は
、
97
年
の

通
貨
危
機
以
降
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨

基
金
）
に
よ
る
管
理
と
い
う
形
を
と
っ

た
、
帝
国
主
義
の
新
植
民
地
主
義
的
介

入
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
だ
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
管
理
体
制
の
も
と
、98
年
２
月
、

「
労
働
市
場
柔
軟
化
」
を
目
的
と
し
た

労
働
法
改
正
が
強
行
さ
れ
、
整
理
解
雇

制
と
勤
労
者
派
遣
制
が
導
入
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
法
律
に
よ
っ
て
、
企
業
は
労

働
者
の
首
を
ど
し
ど
し
切
り
、
非
正
規

職
に
置
き
換
え
て
い
っ
た
。

　

非
正
規
雇
用
化
は
、
団
結
づ
く
り
と

組
織
化
の
点
で
労
働
者
に
多
大
な
困
難

を
強
い
る
。
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正

規
雇
雇
用
労
働
者
の
団
結―

民
主
労
総

の
こ
ん
に
ち
の
苦
闘
も
こ
こ
に
あ
る
。

民
主
労
総
が
掲
げ
る
「
産
別
労
組
体
制

へ
の
転
換
」
も
「
複
数
労
組
許
容
」「
特

殊
雇
用
労
働
者
の
労
働
３
権
保
障
」
要

求
も
、
こ
こ
を
突
破
す
る
た
め
の
闘
い

だ
。

　

現
在
、
非
正
規
職
労
働
者
は
全
国
各

地
で
警
察
権
力
の
殺
人
的
弾
圧
と
対
決

し
な
が
ら
長
期
職
場
占
拠
な
ど
の
闘
い

を
続
け
て
い
る
。
こ
の
夏
に
は
ポ
ハ
ン

の
建
設
非
正
規
雇
用
労
働
者
・
ハ
ジ
ュ

ン
グ
ン
氏
が
警
察
の
暴
力
に
よ
っ
て
殺

さ
れ
、
労
働
者
の
怒
り
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　

非
正
規
職
労
働
者
を
め
ぐ
る
闘
い

は
、
労
働
者
と
し
て
の
権
利
と
正
規
雇

用
化
を
勝
ち
と
る
闘
い
で
あ
る
と
同
時

に
、
雇
用
形
態
を
超
え
て
労
働
者
の
団

結
を
つ
く
り
だ
す
闘
い
だ
。

日
韓
労
働
者
の
階
級
的
団
結
を

　

動
労
千
葉
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化

阻
止
闘
争
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の

レ
ー
ガ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
の

サ
ッ
チ
ャ
ー
に
続
い
て
日
本
帝
国
主
義

の
中
曽
根
が
強
行
し
た
民
営
化
＝
労
組

破
壊
攻
撃
と
の
闘
い
だ
っ
た
。

　

世
界
的
レ
ベ
ル
で
強
行
さ
れ
た
民
営

化
攻
撃
と
は
、
社
会
を
丸
ご
と
資
本
の

む
き
出
し
の
論
理
と
運
動
の
中
に
投
げ

込
む
一
大
合
理
化
攻
撃
だ
。
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
革
命
へ
の
対
抗
策
と
し
て
あ
っ

た
、
国
家
が
資
本
の
「
自
由
」
活
動
に

規
制
を
加
え
る
と
い
う
政
策
が
も
は

や
通
用
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
帝
国
主
義
体
制
が
こ
れ
以
上
成

り
立
た
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
資
本
規
制
の
撤
廃
は
同
時

に
、
労
働
者
階
級
が
闘
い
に
よ
っ
て
国

家
を
縛
る
と
い
う
あ
り
方
の
全
面
転
覆

で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
労
組
破
壊
な
の

だ
。

　

動
労
千
葉
は
こ
の
民
営
化
攻
撃
と
真

正
面
か
ら
闘
う
こ
と
を
決
断
し
た
。
勝

利
の
展
望
を
は
っ
き
り
と
示
す
こ
と
で

組
合
員
を
奮
い
立
た
せ
、
２
波
の
ス
ト

ラ
イ
キ
を
敢
行
し
た
。
労
働
者
の
決
起

に
確
信
を
持
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
か
ら

こ
そ
、
40
名
の
解
雇
者
と
組
合
の
団
結

を
守
り
抜
き
、今
な
お
「
第
２
の
分
割
・

民
営
化
攻
撃
」
と
闘
い
、
そ
し
て
勝
利

し
て
い
る
。

　

そ
の
核
心
は
原
則
的
な
反
合
理
化
職

場
闘
争
だ
。
合
理
化
攻
撃
と
闘
う
こ
と

に
よ
っ
て
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
資
本
と

日
々
対
決
し
て
い
る
。
団
結
し
た
力
で

職
場
を
労
働
者
の
手
に
奪
い
返
し
て
い

る
。
動
労
千
葉
組
合
員
の
誇
り
と
力
の

み
な
も
と
は
こ
こ
に
あ
る
。
動
労
千
葉

の
闘
い
は
、
民
営
化
と
労
組
破
壊
の
攻

撃
に
対
し
、
こ
う
闘
え
ば
勝
て
る
！　

と
い
う
勝
利
の
実
証
だ
。

　
〈
戦
争
と
民
営
化
＝
労
組
破
壊
に

た
ち
向
か
う
労
働
者
の
国
際
的
団
結

を
！
〉―

動
労
千
葉
な
ど
３
組
合
が
呼

び
か
け
る
11
月
労
働
者
集
会
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、
ま
さ
に
世
界
の
労
働
者
の
声

だ
。
11
・
５
労
働
者
集
会
の
力
を
全
身

に
み
な
ぎ
ら
せ
、
11
・
12
全
国
労
働
者

大
会
に
大
合
流
し
よ
う
。

05年民主労総・労働者大会（11月13日・ソウル・光化門）
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賃
下
げ
、
首
切
り
が
横
行
す
る
中

で
当
面
の
生
活
費
に
困
り
、
消
費
者
金

融
に
手
を
出
す
労
働
者
が
後
を
た
た

な
い
。
借
金
地
獄
に
叩
き
込
ま
れ
た
多

重
債
務
者
は
２
０
０
万
人
を
超
え
、
経

済
苦
・
生
活
苦
が
原
因
の
自
殺
者
は

８
０
０
０
人
近
く
に
及
ぶ
。
本
欄
06
年

２
月
号「
サ
ラ
金
に
は
手
を
出
す
な
！
」

で
、
消
費
者
金
融
の
金
利
規
制
の
デ
タ

ラ
メ
ぶ
り
と
、
金
利
で
労
働
者
を
選
別

す
る
構
造
的
差
別
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
。

金
融
庁
は
９
月
５
日
、
貸
金
規
制
強
化

策
を
盛
り
込
ん
だ
貸
金
業
法
の
「
抜
本

改
正
」
案
を
発
表
、
自
民
党
も
了
承
し

た
が
、
貸
金
業
界
へ
の
配
慮
た
っ
ぷ
り

の
腰
砕
け
の
内
容
で
サ
ラ
金
問
題
に
取

り
組
む
弁
護
士
や
市
民
団
体
の
怒
り
を

か
っ
て
い
る
。
労
働
者
か
ら
は
な
ん
の

配
慮
も
な
く
搾
り
取
り
、
金
融
資
本
の

ぼ
ろ
儲
け
は
徹
底
的
に
守
り
き
る
な
ん

て
、
や
っ
て
ら
れ
な
い
ぜ
！

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
も 

「
経
過
措
置
」で
実
質
温
存

　

マ
ス
コ
ミ
で
騒
が
れ
て
い
る
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
金
利
と
は
利
息
制
限
法
の
上
限

金
利
15
〜
20
％
と
出
資
法
の
上
限
金
利

29
・
２
％
の
間
の
金
利
の
こ
と
で
、
消

費
者
金
融
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社

の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
の
金
利
は
出
資
法
の

上
限
金
利
近
い
金
利
で
貸
し
付
け
る
こ

と
が
多
い
。

　

利
息
制
限
法
の
金
利
を
超
え
た
金

利
で
貸
し
付
け
る
こ
と
は
本
来
違
法
だ

が
、
罰
則
規
定
が
な
く
、
ま
た
任
意
で

利
息
を
払
う
場
合
な
ど
の
条
件
を
満
た

し
た
場
合
、「
み
な
し
弁
済
」
と
い
う

規
定
で
出
資
法
の
上
限
金
利
ま
で
「
合

法
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
昨
年

来
、「
み
な
し
弁
済
」
の
要
件
を
き
び

し
く
解
釈
し
た
利
息
制
限
法
を
超
え
る

金
利
を
原
則
違
法
と
す
る
判
決
が
相
次

ぎ
、今
回
の
「
改
正
」
で
の
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
金
利
の
扱
い
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。

　
「
改
正
」
案
で
は
金
利
規
制
と
し
て

①
「
み
な
し
弁
済
」
制
度
の
廃
止

②
出
資
法
の
上
限
金
利
を
20
％
に
引
き

下
げ
る
。
こ
れ
を
超
え
る
場
合
は
刑

事
罰
。

③
利
息
制
限
法
の
上
限
金
利
を
貸
付
元

本
50
万
円
未
満
20
％
、
50
万
円
以
上

５
０
０
万
円
未
満
18
％
、
５
０
０
万

円
以
上
15
％
。
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。

　

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
は
廃
止
と
い
う

触
れ
込
み
だ
が
、
29
・
２
％
の
上
限
金

利
の
引
き
下
げ
は
法
改
正
３
年
以
内
に

引
き
下
げ
と
事
実
上
３
年
間
は
温
存
さ

れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
２
年
間
は
「
経
過

措
置
」
と
し
て
、
少
額
短
期
貸
付
に
対

し
て
は
25
・
２
％
の
「
特
例
金
利
」
を

認
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

多
重
債
務
者
を
自
殺
に
追
い
込
ん
で
い

る
超
高
金
利
は
５
年
間
温
存
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
。

　
「
少
額
短
期
貸
付
は
既
存
の
借
り
入

れ
の
あ
る
借
り
手
に
は
認
め
な
い
」
と

説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
返
済
能
力
の
あ

る
「
と
り
は
ぐ
れ
の
少
な
い
客
」
か
ら

は
従
来
ど
お
り
利
息
を
し
っ
か
り
と
り

た
い
と
い
う
業
界
の
要
望
に
配
慮
し
た

格
好
に
な
っ
て
い
る
。

　

健
康
保
険
の
給
付
削
減
や
、
年
金
保

険
料
の
引
き
上
げ
は
経
過
措
置
を
ほ
と

ん
ど
設
け
ず
、
ま
っ
た
な
し
で
実
施
さ

れ
る
の
に
、
金
融
資
本
へ
は
ど
こ
ま

で
も
配
慮
す
る
と
い
う
の
だ
か
ら
呆
れ

る
。

利
息
制
限
法
上
限
金
利
も
実
質

引
き
上
げ

　

今
回
の
「
改
正
」
案
で
は
前
記
③
の

通
り
利
息
制
限
法
の
上
限
金
利
が
貸
付

元
本
50
万
円
未
満
20
％
、
50
万
円
以
上

５
０
０
万
円
未
満
18
％
、
５
０
０
万
円

以
上
15
％
と
さ
れ
た
。
現
行
の
金
利
区

分
で
は
貸
付
元
本
10
万
円
未
満
20
％
、

10
万
円
以
上
１
０
０
万
円
未
満
18
％
、

１
０
０
万
円
以
上
15
％
な
の
で
、
も
っ

と
も
利
用
者
の
多
い
50
万
円
未
満
の
区

分
の
金
利
が
20
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
の
だ
。
し
か
も
「
金
利
に
は
Ａ
Ｔ

Ｍ
手
数
料
は
含
ま
な
い
」
と
わ
ざ
わ
ざ

明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

手
数
料
を
含
む
ケ
ー
ス
で
も
返
済
時
に

別
枠
で
手
数
料
を
請
求
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
っ
て
い
る
。
貸
金
業
者
の
か
ゆ

い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
至
れ
り
尽
く
せ

り
の
「
改
正
」
案
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。

　

自
民
党
貸
金
業
小
委
員
長
の
増
原
義

剛
は
マ
ス
コ
ミ
取
材
に
対
し
て
「
金
利

引
き
下
げ
や
参
入
規
制
、
過
剰
貸
付
規

やってられないぜ！
―悪化する労働者の現状

 第15回 続・サラ金には手を
出すな！ 米帝に配
慮し高金利を温存
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制
の
強
化
な
ど
、
多
重
債
務
者
を
出
さ

な
い
た
め
の
抜
本
的
改
革
」（
朝
日
10

月
19
日
）
と
説
明
す
る
が
、
こ
ん
な
中

身
で
「
金
利
引
き
下
げ
」
と
い
え
る
の

だ
ろ
う
か
？

　

こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る「
参
入
規
制
」

と
は
、
貸
金
業
者
の
純
資
産
を
施
行
１

年
後
に
２
千
万
円
、
上
限
金
利
引
き
下

げ
後
に
５
千
万
円
と
す
る
こ
と
を
指
し

て
い
る
。
要
す
る
に
、
中
小
の
貸
し
金

業
者
を
閉
め
出
し
、
消
費
者
金
融
市
場

を
大
銀
行
の
系
列
消
費
者
金
融
各
社
や

大
手
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
で
独
占

す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

貸
し
出
し
リ
ス
ク
の
大
き
な
低
所
得

者
層
は
特
例
金
利
の
高
い
利
息
を
し
っ

か
り
払
っ
て
か
ら
で
な
い
と
借
り
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
低
所
得
労
働
者

の
収
奪
を
い
っ
そ
う
押
し
進
め
る
結
果

と
な
る
に
違
い
な
い
。

ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
の
要
求
は

金
利
規
制
撤
廃

　

今
回
の
貸
金
業
法
「
改
正
」
が
腰
砕

け
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
金

融
資
本
の
外
圧
が
働
い
た
と
さ
れ
て
い

る
。
昨
年
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
「
年
次

改
革
要
望
書
」
に
は
金
利
規
制
緩
和
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
日
本
の
多
重
債
務
者

や
低
賃
金
に
あ
え
ぐ
労
働
者
の
声
を
し

り
目
に
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
は
「
金
利

規
制
の
撤
廃
」
も
視
野
に
入
れ
て
圧
力

を
か
け
て
い
る
の
だ
（「
財
界
展
望
」

06
年
３
月
号
）。

　

そ
れ
ば
か
り
で
な
い
。
シ
ー
フ
ァ
ー

駐
日
米
国
大
使
は
８
月
中
旬
、
与
謝
野

金
融
担
当
大
臣
に
「
上
限
金
利
を
下
げ

る
な
」
と
ど
う
喝
、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
サ
ー
ビ
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
も
上

限
金
利
引
き
下
げ
反
対
の
書
簡
を
送
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（「
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
」
８
月
25
日
）。

金
利
撤
廃
の
韓
国
、
ア
メ
リ
カ

で
は
ウ
ル
ト
ラ
高
金
利
が
横
行

　

韓
国
で
は
98
年
１
月
ア
ジ
ア
経
済
危

機
に
際
し
て
、
日
本
の
利
息
制
限
法
に

あ
た
る
「
利
子
制
限
法
」
を
撤
廃
。
Ｉ

Ｍ
Ｆ
か
ら
の
緊
急
融
資
を
受
け
る
際
の

「
財
閥
解
体
」「
規
制
緩
和
」
の
要
求
を

受
け
入
れ
て
の
も
の
だ
っ
た
が
、
消
費

者
金
融
の
す
さ
ま
じ
い
金
利
上
昇
が
起

こ
り
、
２
０
０
１
年
の
平
均
貸
出
金
利

は
２
５
１
％
に
達
し
た
。
暴
力
的
取
り

立
て
も
横
行
し
、
社
会
問
題
化
し
た
こ

と
か
ら
２
０
０
２
年
に
金
利
規
制
が
復

活
し
た
が
、
年
利
66
％
と
い
う
や
た
ら

高
い
上
限
金
利
と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
本
国
の
借
金
地
獄
も
す
さ

ま
じ
い
。
給
料
日
を
返
済
日
に
指
定
し

て
小
口
資
金
を
貸
し
出
す
「
給
料
日

ロ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
金
融
業
者
が
急

増
。
給
料
日
前
の
２
週
間
の
貸
付
で
15

〜
20
％
の
金
利
を
設
定
。
年
利
換
算
で

な
ん
と
４
０
０
％
前
後
に
も
な
る
ぼ
っ

た
く
り
だ
。
こ
の
ロ
ー
ン
は
米
兵
相
手

に
貸
出
し
を
急
拡
大
。
米
兵
相
手
の
商

売
が
お
い
し
い
の
は
①
25
歳
未
満
で

金
銭
管
理
が
ま
だ
十
分
で
な
い
、
②
自

立
し
て
い
て
家
族
の
指
導
や
援
助
が
な

い
、
③
給
料
が
確
実
に
支
払
わ
れ
る
、

首
切
り
の
リ
ス
ク
が
少
な
い
が
理
由
と

さ
れ
て
い
る
が
、
多
重
債
務
者
に
陥
る

米
兵
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
（「
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
９
月
４
日
」）。

　

日
本
の
今
回
の
「
改
正
」
で
の
特
例

金
利
温
存
は
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
の
金

利
引
き
下
げ
反
対
の
圧
力
に
屈
し
た
も

の
で
あ
り
、将
来
的
に
は
「
少
額
短
期
」

の
ロ
ー
ン
で
の
金
利
規
制
撤
廃
へ
の
含

み
も
残
し
た
も
の
だ
。

　

消
費
者
金
融
の
金
利
引
き
下
げ
や
規

制
強
化
を
求
め
て
、
デ
モ
な
ど
の
運
動

も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
本
来
、
労

働
者
が
消
費
者
金
融
に
頼
ら
ず
と
も
生

活
で
き
る
賃
金
と
雇
用
の
獲
得
が
ま
ず

重
要
で
あ
る
。

　

労
働
者
の
生
活
は
団
結
し
て
闘
う

こ
と
に
よ
っ
て
し
か
守
れ
な
い
の
で
あ

る
。
米
帝
の
利
益
に
は
極
限
ま
で
配
慮

し
つ
つ
、
労
働
者
の
利
益
を
一
顧
だ
に

し
な
い
安
倍
政
権
を
打
倒
し
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雷
太
）

朝日新聞（10月22日）
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ひ
め
じ
ょ
お
ん

 
―

女
性
部
か
ら

韓
国
か
ら
学
ん
だ
こ
と

南
大
阪
労
組
交
流
セ
ン
タ
ー

　

 

長
沢　

純
子

　

少
し
前
に
な
り
ま
す
が
今
年
６
月
、

女
性
会
、ハ
ナ
の
会
、同
時
企
画
の
方
々

が
主
管
と
な
る
水
曜
集
会
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
18
日

日
曜
日
か
ら
21
日
水
曜
日
ま
で
３
泊
４

日
の
旅
で
、
４
日
目
の
水
曜
集
会
ま
で

韓
国
挺
身
隊
問
題
対
策
協
議
会
の
方
々

が
車
で
あ
ち
こ
ち
案
内
し
て
く
だ
さ

り
、
韓
国
の
活
動
家
の
方
々
と
の
交
流

な
ど
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
９
月

13
日
に
強
制
撤
去
さ
れ
た
ピ
ョ
ン
テ
ク

へ
も
２
日
目
に
行
き
、
訪
韓
団
と
し
て

カ
ン
パ
や
檄
布
を
渡
し
て
き
ま
し
た
。

９
月
13
日
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
と
き

は
、
お
会
い
し
た
ト
ド
ゥ
里
里
長
や
ハ

ル
モ
ニ
の
顔
が
浮
か
び
、
気
が
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
そ
の
時
、

１
日
目
の
交
流
会
で
お
会
い
し
た
ア
ン

ジ
ュ
ン
グ
先
生
の
話
が
思
い
出
さ
れ
ま

し
た
。「
考
え
は
世
界
的
に
、
行
動
は

地
域
で
」。
世
界
の
人
々
の
こ
と
を
考

え
な
が
ら
日
本
で
や
る
べ
き
こ
と
を
や

る
。
そ
れ
が
国
際
連
帯
や
な
と
、
ま
た

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
な
ら
ば
今
、
や
る
べ
き
こ
と
は

教
育
基
本
法
改
悪
阻
止
、
憲
法
改
悪
阻

止
、
共
謀
罪
を
廃
案
へ
！　

で
す
。
ま

た
、
労
働
契
約
法
阻
止
で
す
。
韓
国
で

は
非
正
規
職
撤
廃
の
闘
い
が
命
が
け
で

闘
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
日
本
の

資
本
の
や
り
方
が
韓
国
に
輸
出
さ
れ
た

結
果
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
日
本
の
労
働
実
態
が
世
界

に
及
ぼ
す
影
響
を
考
え
な
が
ら
労
働
運

動
を
闘
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
な
ど
と
え
ら
そ
う
な
こ
と

を
書
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
韓
国
の
活

動
家
の
方
と
交
流
し
て
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
す
。

　

清
渓
川
を
歩
い
て
い
る
と
「
イ
ル
ボ

ン
サ
ラ
ム
！
（
日
本
人
！
）」
と
憎
ら

し
げ
に
言
わ
れ
、
西
大
門
刑
務
所
歴
史

館
に
行
く
と
壁
に
英
語
で
「
フ
ァ
ッ
ク

ジ
ャ
パ
ン
！
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
た

り
す
る
の
で
す
が
、
行
く
機
会
が
あ
れ

ば
（
交
流
で
き
れ
ば
な
お
さ
ら
良
い
で

す
が
）
ぜ
ひ
と
も
行
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
見
学
や
交
流
を
通
し
て
理
屈
で
は

な
く
感
覚
で
日
本
帝
国
主
義
の
罪
、
戦

争
責
任
（
そ
れ
も
現
在
ま
で
続
く
）
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
本

で
読
む
よ
り
も
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
感
覚

だ
と
思
い
ま
す
。

　

２
日
目
に
ピ
ョ
ン
テ
ク
市
の
テ
ジ
ュ

里
と
ト
ド
ゥ
里
に
行
き
ま
し
た
が
、
村

の
人
た
ち
が
買
い
取
っ
て
復
活
さ
せ
た

テ
ジ
ュ
里
分
校
が
瓦
礫
の
山
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ト
ド
ゥ
里
で
は
無
残
に
破

壊
さ
れ
た
田
ん
ぼ
を
見
ま
し
た
。
ピ
ョ

ン
テ
ク
は
有
数
の
米
ど
こ
ろ
で
、
青
々

と
し
た
水
田
が
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
基
地
拡
張
問
題
が
起
き
て

水
田
は
鉄
条
網
と
用
水
路
で
分
断
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
守
る
も
の
は
何
も

な
い
一
面
田
ん
ぼ
の
景
色
の
中
に
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
黒
い
テ
ン
ト
が
見
え
、
そ

の
中
に
数
人
の
兵
士
が
い
ま
し
た
。
皆

若
く
、
10
代
後
半
か
20
代
前
半
の
よ
う

に
み
え
ま
す
。そ
の
彼
ら
に
向
か
っ
て
、

私
た
ち
を
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
里
長

が
話
し
始
め
ま
し
た
。「
君
た
ち
は
国

を
ま
も
る
と
い
う
が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ

で
何
を
守
る
と
い
う
の
か
。
君
た
ち
が

食
べ
る
米
を
作
っ
て
い
る
田
を
破
壊
し

て
、
国
を
守
る
と
言
え
る
の
か
。」
意

外
な
の
は
兵
士
た
ち
の
表
情
で
、
に
こ

や
か
に
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
よ
う
な
顔
で

お
と
な
し
く
聞
い
て
い
る
の
で
し
た
。

し
か
し
こ
の
兵
士
た
ち
が
国
の
命
令
が

で
れ
ば
農
民
や
支
援
者
に
襲
い
掛
か
る

わ
け
で
…
韓
国
は
徴
兵
制
だ
か
ら
否
も

応
も
な
く
従
う
ん
だ
ろ
う
な
と
思
う
と

複
雑
な
心
境
に
な
り
ま
し
た
。

　

ウ
リ
チ
プ
で
の
こ
と
も
少
し
。
ソ
ウ

ル
の
挺
身
隊
問
題
対
策
協
議
会
事
務
所

の
近
く
に
ウ
リ
チ
プ
（
私
た
ち
の
家
）

が
あ
り
ま
す
。
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
に

さ
れ
た
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
居
ら
れ
た
ハ
ル
モ
ニ
の

一
人
が
今
で
も
日
本
軍
に
殴
ら
れ
た
手

足
が
痛
む
と
、
シ
ッ
プ
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
も

う
時
間
が
な
い
。
金
じ
ゃ
な
い
。
謝
罪

が
ほ
し
い
」
と
何
度
も
繰
り
返
し
、
日

本
語
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
人
の
私

た
ち
こ
そ
が
、
こ
の
問
題
に
も
っ
と
真

剣
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
…
と
思
い
ま

し
た
。

　

水
曜
集
会
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
皆
ハ
ン
グ
ル
で
挨
拶
し
、
ハ
ン
グ

ル
で
歌
い
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
に
喜
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

韓
国
の
旅
は
日
本
の
戦
争
責
任
と
現

在
を
生
き
る
私
た
ち
が
、
未
来
に
む

か
っ
て
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
目
の
前
に
ぐ
い
ぐ
い
と
迫
っ
て
く

る
旅
に
な
り
、と
て
も
有
意
義
で
し
た
。
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こ
れ
は
第
６
期
労
働
学
校
実
践
講
座

第
３
回
（
06
年
８
月
26
日
）
の
内
容
を

ま
と
め
た
も
の
だ
。
韓
国
労
働
運
動
の

歴
史
を
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
ト
ー
タ
ル

に
展
開
し
て
い
る
。

　
「
韓
国
の
民
主
労
総
を
は
じ
め
と
す

る
労
働
運
動
は
、
自
主
的
で
民
主
的
、

急
進
的
（
階
級
的
）
な
労
働
運
動
と
し

て
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
の
韓
国
の
労
働
運
動
は
ど
の

よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か―

韓
国

労
働
運
動
の
歴
史
を
学
ぶ
眼
目
は
こ
こ

に
集
約
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
…
…
韓

国
の
労
働
者
は
何
を
め
ざ
し
、
何
を
ま

な
び
、
ど
の
よ
う
に
連
帯
し
な
が
ら
民

主
的
労
働
運
動
を
切
り
ひ
ら
い
て
き
た

の
か
。
た
と
え
ば
韓
国
で
は
『
労
働
解

放
』
と
い
う
こ
と
を
す
ご
く
強
調
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
理
念
な
り

労
働
運
動
の
目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
る
の
か―

こ
う
い
っ
た
こ
と
も
、
彼

ら
自
身
の
運
動
、
歴
史
の
中
か
ら
理
解

し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
…
…
韓
国
の
労
働
運
動

は
労
働
組
合
の
「
政
治
勢
力
化
」
と
い

う
こ
と
も
一
貫
し
て
追
求
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
民
主
労
働
党
の
創
建
と
い

う
こ
と
で
、
労
働
者
政
党
を
一
応
は
つ

く
り
あ
げ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
力
が

弱
く
、課
題
と
し
て
は
あ
る
わ
け
で
す
。

…
…
「
地
域
連
帯
闘
争
」
が
韓
国
の
労

働
運
動
で
は
発
展
の
大
き
な
基
盤
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
内
容
も
私
た

ち
は
必
ず
し
も
十
分
に
理
解
し
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
…
…

「
民
主
的
自
主
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
の
民
主
労
総
は
ど
う
い

う
ふ
う
に
つ
く
ら
れ
て
き
た
の
か
。
彼

ら
が
目
指
し
た
と
こ
ろ
と
、
今
つ
く
り

あ
げ
て
い
る
労
働
運
動
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
の
あ
り
よ
う
、
そ
う
い
っ
た
も

の
を
で
き
る
か
ぎ
り
学
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
…
…
い

ま
韓
国
の
労
働
運
動
は
ど
ん
な
課
題
に

立
ち
向
か
っ
て
い
る
の
か
。
…
…
そ
う

し
た
歴
史
と
現
状
の
課
題
を
踏
ま
え

て
、
い
ま
韓
国
の
労
働
運
動
が
抱
え
て

い
る
問
題
は
、
日
本
の
労
働
運
動
が
抱

え
る
課
題
と
ど
の
よ
う
な
共
通
性
が
あ

る
の
か
、あ
る
い
は
違
い
が
あ
る
の
か
、

日
本
の
労
働
運
動
と
韓
国
の
労
働
運
動

は
果
た
し
て
国
際
連
帯
で
き
る
の
か
、

動
労
千
葉
が
こ
こ
数
年
切
り
開
い
て
き

た
新
し
い
連
帯
の
か
た
ち
が
本
当
に
意

味
の
あ
る
も
の
に
な
る
た
め
に
は
、
ど

う
い
う
こ
と
が
目
指
さ
れ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か―

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
問

題
意
識
と
し
な
が
ら
勉
強
を
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
」（
本
書
「
は
じ
め
に
」

よ
り
）

●
今
、
韓
国
労
働
運
動
が
ど
ん
な
課
題

に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問

題
意
識
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
植
民
地
化

の
労
働
運
動
か
ら
解
放
直
後
、
さ
ら
に

朴

－

全
独
裁
政
権
下
を
た
ど
り
な
が

ら
、
87
年
労
働
者
大
闘
争
を
見
る
こ
と

が
で
き
て
、
視
点
の
広
が
り
、
深
ま
り

を
実
感
し
ま
し
た
。

●
韓
国
の
労
働
運
動
に
つ
い
て
は
弾

圧
、
抑
圧
面
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、「
カ
ワ
イ
ソ
ー
」―

日
帝
資
本
が

悪
い
ん
だ
、
と
い
う
ふ
う
に
か
な
り
単

純
に
と
ら
え
て
い
た
と
思
う
の
で
す

が
、
戦
後
史
の
世
界
経
済
、
韓
国
の
政

治
状
況
の
な
か
で
、
不
屈
に
、
チ
ャ
ン

ス
を
と
ら
え
て
は
高
揚
し
て
い
く
力
強

さ
を
い
き
い
き
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

●
も
の
す
っ
ご
い
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
と
っ
て
も
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。
と
い
う
の
も
、
現
場
で
の
闘

い
が
少
し
ず
つ
で
す
が
、
す
す
め
ば
す

す
む
ほ
ど
、
悩
み
も
多
く
な
り
、
ど
う

闘
い
を
進
め
て
い
っ
た
ら
い
い
か
、
そ

れ
ま
で
と
は
違
っ
た
悩
み
が
ど
ん
ど
ん

出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
日
の

講
義
は
た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
を
く
れ
ま

し
た
。

●
今
回
の
講
義
は
１
９
８
７
年
労
働
者

大
闘
争
（
以
後
10
年
間
）
の
部
分
が
圧

巻
だ
っ
た
。
韓
国
労
働
運
動
史
そ
れ
自

体
を
こ
れ
だ
け
深
く
学
ん
だ
の
は
初
め

て
だ
が
、
短
時
間
で
非
常
に
分
か
り
や

す
く
ま
と
め
て
提
起
し
て
い
た
だ
い
た

と
思
っ
て
い
る
。

　

職
場
、
地
域
の
学
習
会
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
し
て
活
用
を
訴
え
ま
す
。

労
働
者
学
習
セ
ン
タ
ー
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
最
新
刊
、

別
冊
実
践
講
座
シ
リ
ー
ズ
⑥

「
韓
国
労
働
運
動
の
歴
史
と
た
た
か
い
」

 

（
講
師　

金
元
重
千
葉
商
科
大
学
教
授
）
が
11
月
初
旬
に
発
行
。

 『韓国労働運動の歴史と 
 たたかい』
　A5版90ページ
　 頒価400円（予定）

申し込み、お問い合わせは労働
者学習センターまで

千葉市中央区要町２－８
　　　　DC会館　動労千葉内
℡ 043（222）7207

受
講
生
の
感
想
文
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東
京
地
裁
判
決「
思
想
の
自
由
侵
害
」

　

入
学
式
や
卒
業
式
で
日
の
丸
に
向

か
っ
て
の
起
立
や
君
が
代
の
斉
唱
を
強

要
す
る
の
は
不
当
だ
と
し
て
、
東
京
都

立
の
高
校
や
養
護
学
校
な
ど
の
教
職
員

が
都
教
委
な
ど
を
相
手
に
、
起
立
や
斉

唱
義
務
が
な
い
こ
と
の
確
認
な
ど
を
求

め
た
訴
訟
の
判
決
が
21
日
、
東
京
地
裁

で
あ
っ
た
。
難
波
孝
一
裁
判
長
は
、
違

反
者
を
処
分
す
る
と
し
た
都
教
委
の
通

達
や
職
務
命
令
は
「
少
数
者
の
思
想
・

良
心
の
自
由
を
侵
害
す
る
」
と
し
て
違

憲
・
違
法
と
判
断
。
起
立
・
斉
唱
義
務

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
違
反
者
の
処

分
を
禁
止
し
た
。
さ
ら
に
、
４
０
１
人

の
原
告
全
員
に
１
人
３
万
円
の
慰
謝
料

を
支
払
う
よ
う
都
に
命
じ
た
。

無
資
格
で
安
全
管
理　

Ｊ
Ｒ
東
発
注
工

事　

派
遣
社
員
の
経
歴
偽
る

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
発
注
す
る
線
路
付
近

の
工
事
現
場
で
、
人
材
派
遣
会
社
員
５

人
が
、
経
歴
を
偽
っ
て
資
格
を
取
り
安

全
責
任
者
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

生
活
保
護
１
０
４
万
世
帯　

過
去
最

多
、
単
身
者
ら
増
加

　

05
年
度
の
１
カ
月
平
均
の
生
活
保

護
世
帯
が
、
１
０
４
万
１
５
０
８
世

帯
と
初
め
て
１
０
０
万
世
帯
を
超

え
、
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
92
年
度
の

58
万
５
９
７
２
世
帯
を
底
に
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
景
気
回
復
に
伴

い
、
伸
び
率
は
鈍
化
し
て
い
る
が
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
総
武
・
成
田
線　

ブ
レ
ー
キ
２
度

故
障
し
た
の
に　

客
を
乗
せ
て
２
７
０

キ
ロ
運
行

　

千
葉
県
内
の
Ｊ
Ｒ
総
武
線
と
成
田
線

を
走
る
電
車
が
今
年
２
月
、
ブ
レ
ー
キ

が
２
度
に
わ
た
り
一
時
故
障
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
原
因
が
わ
か
ら
な
い
ま

ま
、
客
を
乗
せ
て
約
２
７
０
キ
ロ
走
行

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

都
職
員
月
給　

平
均
０
・
31
％
の
引
き

下
げ
勧
告

　

都
人
事
委
員
会
は
13
日
、
都
職
員

の
給
与
月
額
を
平
均
０
・
31
％
、

１
３
５
７
円
引
き
下
げ
る
勧
告
を
石
原

慎
太
郎
知
事
と
都
議
会
議
長
に
提
出
し

た
。
２
年
連
続
の
引
き
下
げ
と
な
る
。

　

勧
告
通
り
実
施
さ
れ
れ
ば
、
行
政

職
（
平
均
年
齢
43
・
７
歳
）
の
平
均
年

収
は
２
万
２
千
円
減
り
７
１
１
万
８
千

円
。

　

特
別
区
人
事
委
員
会
も
、
23
区
の
各

区
長
と
区
長
会
議
長
に
対
し
、
特
別

区
職
員
の
月
給
を
平
均
０
・
41
％
、

１
７
８
８
円
減
額
す
る
よ
う
勧
告
し

た
。

企
業
減
税
さ
ら
に
検
討　

経
財
会
議
、

成
長
重
視
を
確
認

　

安
倍
政
権
の
も
と
で
の
初
の
経
済
財

政
諮
問
会
議
（
議
長
・
安
倍
首
相
）
が

13
日
開
か
れ
、
首
相
が
掲
げ
る
「
経
済

成
長
重
視
」
の
政
策
を
進
め
る
路
線
を

確
認
し
た
。
と
く
に
今
後
２
年
間
を
成

長
の
た
め
の
「
離
陸
期
間
」
と
位
置
づ

け
、
税
制
や
雇
用
制
度
、
規
制
な
ど
の

改
革
に
大
胆
に
取
り
組
む
方
針
を
確
認

し
た
。

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺　

国
の
責
任　

三
た

び
認
定　

仙
台
地
裁
判
決「
86
年
か
ら

違
法
」

　

国
な
ど
が
発
注
し
た
ト
ン
ネ
ル
建
設

工
事
に
従
事
し
、
粉
じ
ん
を
大
量
に
吸

い
込
ん
で
「
じ
ん
肺
」
に
か
か
っ
た
東

北
地
方
の
元
労
働
者
１
３
８
人
が
、
国

に
４
億
５
５
４
０
万
円
の
損
害
賠
償
を

求
め
た
集
団
訴
訟
の
判
決
が
12
日
、
仙

台
地
裁
で
あ
っ
た
。
小
野
洋
一
裁
判
長

は
「
86
年
11
月
以
降
、
規
制
権
限
を
行

使
し
な
か
っ
た
違
法
が
あ
る
」
と
国
の

責
任
を
認
め
、
原
告
86
人
に
つ
い
て
１

人
あ
た
り
１
１
０
万
〜
３
３
０
万
円
、

日
の
丸
・
君
が
代
強
要 

違
憲
・
違
法

労働ニュース（06年9月16日～ 10月15日）

労
働
日
誌
（
06
年
９
月
〜
10
月
）

９
／
19
過
労
の
た
め
保
育
所
を
退
職
し

て
１
ヵ
月
後
に
自
殺
し
た
元
保

育
士
（
当
時
21
）
の
両
親
が
労

災
認
定
を
求
め
た
行
政
訴
訟
で
、

国
側
は
「
自
殺
は
過
酷
な
労
働

が
原
因
だ
」
と
認
め
た
東
京
地

裁
判
決
に
対
し
、
控
訴
し
な
い

こ
と
を
決
め
た
。

９
／
25
財
務
省
は
、
国
債
や
借
入
金

な
ど
を
合
計
し
た
国
の
借
金

残
高
が
、
６
月
末
時
点
で

前
年
同
期
比
４
・
０
％
増
の

８
２
７
兆
７
９
４
８
億
円
に
達

し
、
過
去
最
高
を
更
新
し
た
と

発
表
し
た
。

９
／
25
預
貯
金
や
株
式
な
ど
の
純
金
融

資
産
を
１
億
円
以
上
保
有
す

る
「
金
持
ち
世
帯
」
が
05
年
時

点
で
86
万
世
帯
、
資
産
総
額

２
１
３
兆
円
に
な
っ
た
こ
と
が

野
村
総
合
研
究
所
の
調
べ
で
わ

か
っ
た
。

９
／
29
総
務
省
発
表
の
８
月
完
全
失

業
率
は
、
前
月
か
ら
横
ば
い
の

４・１
㌽
。
完
全
失
業
者
数
は
前

年
同
月
よ
り
12
万
人
減
っ
た
。

一
方
、
厚
生
労
働
省
発
表
の
有

効
求
人
倍
率
は
前
月
を
０
・
01

㌽
下
回
る
１
・
08
倍
。

９
／
29
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
合
理
化
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総
額
２
億
７
０
６
０
万
円
の
賠
償
を
命

じ
た
。

民
間
の
平
均
給
与
４
３
６
万
円　

８
年

連
続
減
少

　

民
間
企
業
に
勤
め
る
人
が
２
０
０
５

年
１
年
間
に
受
け
取
っ
た
１
人
当
た
り

の
平
均
給
与
は
４
３
６
万
８
千
円
で
、

前
年
よ
り
２
万
円
（
０
・
５
％
）
減
っ

た
こ
と
が
28
日
、
国
税
庁
の
ま
と
め
で

わ
か
っ
た
。
１
９
９
８
年
分
以
来
、
８

年
連
続
の
ダ
ウ
ン

非
正
規
の
職
員
・
従
業
員
数（
２
０
０
６

年
４

－

６
月
期
）１
６
４
７
万
人

　

小
泉
政
権
は
04
年
３
月
に
製
造
業
へ

の
労
働
者
派
遣
を
解
禁
す
る
な
ど
規
制

を
緩
和
。
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ

る
と
、
今
年
４

－

６
月
期
の
非
正
社
員

数
は
１
６
４
７
万
人
と
、
小
泉
政
権
発

足
前
の
01
年
調
査
に
比
べ
２
８
７
万
人

も
増
え
た
。

年
収
３
０
４
万
円
、
夫
が
長
期
入
院
の

お
年
寄
り
夫
婦　

年
72
万
円
の
負
担
増

「
小
泉
政
権
の
６
年
間
」政
府
が
試
算

　

お
年
寄
り
世
帯
の
税
や
社
会
保
障

の
負
担
は
小
泉
政
権
発
足
以
降
ど
う
変

わ
っ
た
の
か
、
政
府
が
試
算
し
た
内
容

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
年
収
３
０
０
万

円
前
後
の
夫
婦
世
帯
で
、
夫
が
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
や
長
期
入
院

の
療
養
病
床
に
入
っ
て
い
る
場
合
、
07

年
度
の
負
担
額
は
01
年
度
よ
り
年
に
約

60
万
〜
70
万
円
も
増
え
る
。
高
齢
者
向

け
控
除
を
縮
小
し
た
税
制
改
革
と
、
介

護
・
医
療
保
険
の
改
革
に
よ
る
「
二
重

の
負
担
増
」
が
原
因
だ
。

石
綿
被
害　

進
ま
ぬ
救
済　

新
法
半

年
、
認
定
２
割　

診
断
未
熟
…
判
定
保

留
に

　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
よ
る
健
康

被
害
を
受
け
な
が
ら
、
労
災
補
償
か
ら

も
れ
る
人
た
ち
を
救
済
す
る
石
綿
被
害

者
救
済
法
が
施
行
さ
れ
て
27
日
で
半

年
。
申
請
し
た
患
者
１
１
６
０
人
の
う

ち
、
認
定
さ
れ
た
の
は
２
割
に
と
ど
ま

り
、
少
な
く
と
も
１
７
０
人
が
判
定
を

待
た
ず
に
死
亡
し
た
。

外
国
人
研
修
生　

労
基
法
の
適
用
対
象

に　

政
府
検
討　

低
賃
金
、
罰
則
を
強

化
　

政
府
は
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
拡
大
の
た
め
の
体
制
整
備
に
乗
り
出

す
。
研
修
・
技
能
実
習
の
名
目
で
働
く

労
働
者
の
在
留
期
間
を
最
長
で
原
則
３

年
か
ら
５
年
に
延
長
し
、
現
在
62
の
対

象
業
種
を
拡
大
す
る
。
一
方
で
研
修
生

を
労
働
基
準
法
や
最
低
賃
金
法
の
規
制

対
象
に
加
え
、
不
正
雇
用
へ
の
罰
則
も

許
可
す
る
方
向
だ
。

市
場
化
テ
ス
ト
、雇
用
保
険
料
の
徴
収
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
主
業
務
、
市
町
村
の
窓

口
な
ど
20
業
務
に
拡
大

　

内
閣
府
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

を
官
民
の
競
争
入
札
で
決
め
る
市
場
化

テ
ス
ト
の
対
象
を
、
す
で
に
決
ま
っ
て

い
る
９
業
務
か
ら
来
夏
を
メ
ド
に
約
20

に
拡
大
す
る
方
針
だ
。
雇
用
保
険
料
な

ど
の
徴
収
事
務
や
市
町
村
の
窓
口
業
務

な
ど
の
追
加
を
検
討
す
る
。
市
場
化
テ

ス
ト
を
担
当
す
る
大
田
弘
子
経
済
財
政

担
当
相
の
指
示
に
基
づ
く
も
の
。

偽
装
請
負　

初
の
事
業
停
止「
コ
ラ
ボ

レ
ー
ト
」に
厚
労
省
命
令　

全
事
業
所
、

来
週
に
も

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
４
日
、
製
造
業

請
負
大
手
の
「
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
」（
大

阪
市
北
区
）
に
対
し
、
労
働
者
派
遣
法

に
基
づ
き
、事
業
停
止
命
令
を
出
し
た
。

偽
装
請
負
に
絡
ん
で
事
業
停
止
命
令
が

出
さ
れ
た
の
は
初
め
て
。
事
業
停
止
期

間
は
姫
路
営
業
所
が
１
カ
月
、
そ
の
他

全
国
83
事
業
所
が
２
週
間
程
度
。
停

止
期
間
中
は
、
同
社
は
メ
ー
カ
ー
な
ど

に
新
し
く
労
働
者
を
派
遣
で
き
な
く
な

る
。
た
だ
、
す
で
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

従
業
員
は
引
き
つ
づ
き
働
く
こ
と
が
で

き
る
。
同
社
の
従
業
員
は
今
年
８
月
現

在
３
万
４
２
９
０
人
、
同
社
を
中
核
と

す
る
「
ク
リ
ス
タ
ル
」
グ
ル
ー
プ
全
体

だ
と
年
商
は
国
内
だ
け
で
５
千
億
円
、

従
業
員
は
11
万
人
を
越
え
る
。

労働ニュース（06年9月16日～ 10月15日）

計
画
で
リ
ス
ト
ラ
に
応
じ
ず
、

遠
隔
地
へ
の
配
置
転
換
を
強

い
ら
れ
た
の
は
違
法
だ
と
し

て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
社
員
5

人
が
同
社
を
相
手
取
り
、
計

１
５
０
０
万
円
の
慰
謝
料
を
求

め
た
訴
訟
で
、札
幌
地
裁
は
「
権

利
の
乱
用
で
あ
り
違
法
」
と
し

Ｎ
Ｔ
Ｔ
側
に
計
３
０
０
万
円
の

支
払
い
を
命
じ
た
。

10
／
４
連
合
の
高
木
会
長
は
、
中
央
委

員
会
で
、
常
態
化
し
て
い
る
長

時
間
残
業
に
つ
い
て
来
春
闘
の

主
要
テ
ー
マ
に
す
え
る
意
向
を

明
ら
か
に
し
た
。

10
／
６
上
司
へ
の
暴
行
を
理
由
に
約
７
年

後
に
懲
戒
解
雇
さ
れ
た
の
は
不

当
と
し
て
争
わ
れ
た
ネ
ス
レ
訴

訟
で
、
最
高
裁
は
「
事
件
か
ら

長
期
間
経
過
後
の
処
分
は
権
利

の
乱
用
」
と
し
て
２
人
の
解
雇
を

無
効
と
す
る
判
決
を
下
し
た
。

10
／
10
政
府
は
、
教
育
改
革
の
具
体
策
を

作
成
す
る「
教
育
再
生
会
議
」（
安

倍
首
相
の
諮
問
機
関
）
の
設
置
を

閣
議
決
定
し
た
。
来
年
３
月
ま
で

に
中
間
報
告
、
来
年
末
ま
で
に

最
終
報
告
を
ま
と
め
る
方
針
。

10
／
11
イ
ラ
ク
戦
争
で
、
イ
ラ
ク
人
の

死
者
数
は
、
約
65
万
５
千
人
に

達
す
る
と
米
・
イ
ラ
ク
の
研
究

者
発
表
。
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国
労
本
部
元
委
員
長
の
酒
田
充
と
東

京
地
本
書
記
長
の
笹
原
助
男
が
、
９
月

27
日
と
10
月
18
日
に
国
労
５
・
27
臨
大

闘
争
弾
圧
裁
判
で
証
人
喚
問
さ
れ
、
被

告
・
弁
護
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
４
時
間
に

わ
た
り
追
及
の
尋
問
を
行
っ
た
。
00
年

当
時
、
両
者
は
東
京
地
本
の
委
員
長
と

執
行
委
員
で
、
大
会
準
備
本
部
の
委
員

長
と
事
務
長
も
兼
ね
て
い
た
。

　

東
京
地
本
は
４
党
合
意
に
つ
い
て
、

当
初
は
反
対
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
。
そ

れ
を
12
月
に
、「
大
会
の
成
功
」
を
掲

げ
て
、
裁
決
を
強
行
す
る
賛
成
方
針
に

転
換
さ
せ
た
（「
６
項
目
見
解
」）。
２

人
は
そ
の
主
導
者
で
あ
る
。「
６
項
目

見
解
」は
、「
闘
争
団
を
最
後
ま
で
守
る
」

な
ど
５
つ
の
美
辞
麗
句
に
包
ん
で
、「
妨

害
勢
力
に
対
し
て
毅
然
た
る
態
度
を
と

り
万
全
を
期
す
」（
第
５
項
目
）
と
い

う
本
音
を
あ
ら
わ
に
し
た
方
針
書
だ
。

こ
れ
に
基
づ
き
強
行
さ
れ
た
の
が
、
01

年
１
・
27
大
会
で
、
機
動
隊
１
０
０
０

名
が
配
備
さ
れ
、反
対
派
は
排
除
さ
れ
、

４
党
合
意
の
受
入
が
強
行
採
決
さ
れ
た

（
大
会
成
功
）。

　

ま
た
、
５
・
27
臨
大
の
早
朝
、
２
人

は
ホ
テ
ル
か
ら
３
列
縦
隊
の
先
頭
で
出

て
き
た
。
バ
ス
内
で
酒
田
が
「
１
１
０

番
せ
よ
」
と
指
示
し
、
笹
原
が
電
話
す

る
関
係
で
あ
る
。
警
察
の
捜
査
へ
の
協

力
＝
組
合
員
売
り
渡
し
も
率
先
し
て
お

こ
な
っ
た
。

　

こ
の
２
人
へ
の
尋
問
は
、
単
に
過
去

の
こ
と
で
は
な
く
、
極
め
て
現
在
的
な

意
味
を
持
つ
。
佐
藤
国
労
本
部
は
、
９

月
15
日
の
集
会
で
「
年
内
政
治
和
解
」

を
掲
げ
、「
妨
害
す
る
者
に
は
毅
然
た

る
態
度
を
と
る
」
と
発
言
し
た
。
酒
田

の
言
と
同
じ
で
あ
り
、
再
び
警
察
権
力

と
の
結
託
で
、
国
鉄
闘
争
を
破
壊
・
解

体
す
る
と
言
う
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
国

労
本
部
を
許
し
て
お
い
て
、
国
鉄
闘
争

の
未
来
は
無
い
。

　

酒
田
と
笹
原
の
証
言
は
、
い
ず
れ
も

怒
り
な
し
に
聞
く
こ
と
は
出
来
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。
会
社
と
権
力
に
言
わ
れ

る
ま
ま
に
闘
争
団
、
組
合
員
の
利
益
も

身
柄
も
売
り
渡
す
幹
部
。
こ
ん
な
や
つ

等
は
打
倒
し
て
や
る
と
い
う
怒
り
が
わ

き
上
が
る
証
言
が
、
２
人
の
口
か
ら

次
々
に
出
て
き
た
。

最
後
ま
で
不
遜
で
不
誠
実
な
証

言
態
度

　

酒
田
の
証
言
は
、
態
度
も
内
容
も
不

遜
で
不
真
面
目
な
態
度
に
終
始
し
た
。

裁
判
長
が
、「
宣
誓
書
を
両
手
で
持
っ

て
読
ん
で
下
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
最

中
に
、
宣
誓
書
を
証
言
台
に
投
げ
捨
て

る
よ
う
に
置
き
、
ふ
て
く
さ
れ
た
調
子

で
読
み
上
げ
た
。
裁
判
長
の
「
偽
証
は

罪
に
問
わ
れ
る
」
と
の
注
意
に
も
、
ど

こ
吹
く
風
と
い
っ
た
態
度
だ
。
そ
の
後

の
証
言
で
も
酒
田
は
、「
私
が
答
え
る

必
要
は
な
い
」だ
の
、「
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
」

だ
の
、
お
よ
そ
喚
問
さ
れ
た
証
人
と
は

思
え
な
い
発
言
を
し
、
裁
判
長
が
声
を

荒
げ
て
注
意
す
る
場
面
が
幾
度
も
出
て

き
た
。

　

酒
田
は
、
ビ
デ
オ
を
警
察
に
提
出
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
弁
護
人
か
ら
「
警

察
か
ら
出
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
の

か
、
そ
れ
と
も
自
分
の
方
か
ら
出
し
た

の
か
」
と
の
問
い
に
、「
記
憶
に
な
い
」

と
答
え
た
。「
警
察
に
提
出
す
れ
ば
組

合
活
動
の
弾
圧
に
利
用
さ
れ
る
と
の
認

識
は
な
か
っ
た
の
か
」
と
の
問
い
に
対

し
て
も
「
認
識
は
な
い
」
と
言
い
放
っ

た
。

　

酒
田
は
、
組
合
員
が
被
告
と
さ
れ
、

そ
の
原
因
が
自
分
た
ち
に
あ
る
こ
と
を

気
に
す
る
ど
こ
ろ
か
、
居
直
り
と
、
は

ぐ
ら
か
し
の
証
言
に
終
始
し
た
。
自
分

た
ち
の
方
針
に
反
対
す
る
者
、
異
な
る

意
見
を
持
つ
組
合
員
に
対
し
て
「
妨
害

勢
力
、
団
結
破
壊
者
」
の
烙
印
を
押
せ

ば
、
統
制
処
分
も
警
察
・
検
察
へ
の
売

り
渡
し
も
正
し
い
と
考
え
て
い
る
こ
と

が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
お

よ
そ
労
働
組
合
の
考
え
と
は
正
反
対
で

あ
る
。休
廷
に
な
る
や
。「
ウ
ソ
つ
く
な
。

こ
の
野
郎
ー
」
と
い
っ
た
声
あ
ち
こ
ち

か
ら
あ
が
っ
た
ほ
ど
だ
。

「
７・１
演
壇
占
拠
は
大
会
破
壊
」

と
闘
争
団
の
決
起
を
罵
倒

演壇占拠した闘争団を 「妨害勢力」と罵倒し、
 「機動隊導入は本部が やった」と逃げる警察と
癒着した本部の打倒は 不可欠　　　　　　

許さない会も国会闘争 に決起（10月16日）

　国労５･27臨大闘争弾圧刑事裁判

酒田、笹原 を鋭く追及

国労５・27臨大闘争弾圧を許さない会
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尋
問
で
は
ま
ず
佐
藤
弁
護
人
が
、

東
京
地
本
の
６
項
目
見
解
の
中
に
あ
る

「
妨
害
勢
力
」
に
つ
い
て
尋
問
し
た
。

「
７
・
１
大
会
の
混
乱
は
含
ま
れ
る
の

か
」
と
の
質
問
に
酒
田
は
、「
包
括
的

に
は
含
ま
れ
る
」
と
答
え
た
。
大
口
弁

護
人
が
重
ね
て
、「
７
・
１
大
会
で
壇
上

に
上
が
っ
た
人
も
妨
害
勢
力
に
含
ま
れ

る
の
か
」
と
聞
く
と
、「
そ
う
で
す
」

と
明
確
に
答
え
た
。

　

予
想
は
さ
れ
た
が
、
７
・
１
臨
大
で

の
闘
争
団
の
演
壇
占
拠
を「
大
会
破
壊
」

と
断
言
し
た
こ
と
は
重
大
だ
。
７
・
１

臨
大
の
闘
い
は
、
闘
争
団
員
の
必
死
の

や
む
に
や
ま
れ
ぬ
決
起
か
、「
大
会
破

壊
」
か
、
現
場
に
い
て
感
動
す
る
か
、

憎
し
む
か
。
こ
れ
は
全
て
の
分
か
れ
道

で
あ
る
。
酒
田
も
笹
原
も
、
先
に
証
言

し
た
鈴
木
勉
も
、
７
・
１
へ
の
逆
恨
み

を
原
点
に
、
警
察
権
力
と
の
一
体
化
ま

で
行
き
着
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
も
は
や
両
者
が
交
わ
る
こ
と
は
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
数
々
の
労
働
運
動

の
歴
史
が
示
し
て
い
る
。
権
力
・
資
本

に
屈
服
し
、
転
向
し
た
幹
部
は
打
倒
す

る
以
外
に
な
い
。

「
機
動
隊
導
入
は
本
部
の
専
権

事
項
」と
言
い
逃
れ

　

01
年
１
・
27
大
会
を
皮
切
り
に
、
大

会
会
場
の
社
会
文
化
会
館
は
敷
地
内
が

鉄
板
で
囲
わ
れ
、
周
辺
は
１
０
０
０
名

の
機
動
隊
が
配
備
さ
れ
、
三
宅
坂
は
封

鎖
さ
れ
た
。
機
動
隊
が
傍
聴
者
の
傍
聴

券
チ
ェ
ッ
ク
ま
で
し
た
。い
わ
ゆ
る「
戒

厳
令
下
の
国
労
大
会
」
だ
が
、
酒
田
、

笹
原
、
芝
崎
ら
が
主
導
し
て
強
行
し
た

こ
と
は
、
国
鉄
闘
争
関
係
者
の
常
識
と

な
っ
て
い
た
。
酒
田
・
笹
原
ら
は
「
警

察
と
の
太
い
パ
イ
プ
が
あ
る
」
と
公
言

し
、組
合
員
に
対
し
て
二
言
目
に
は「
警

察
を
呼
ぶ
ぞ
」
と
脅
し
続
け
た
。
機
動

隊
導
入
は
誰
の
仕
業
か―

こ
れ
が
証
言

拒
否
出
来
な
い
法
廷
で
尋
問
さ
れ
た
。

　

弁
護
人
が
、「
６
項
目
見
解
の
、『
暴

力
行
為
に
対
し
て
は
毅
然
た
る
態
度
を

と
る
』
に
は
、
警
察
へ
の
警
備
要
請
は

含
ま
れ
る
の
か
」
と
質
問
し
た
。
酒
田

は「
含
ま
れ
な
い
」と
答
え
、続
け
て「
機

動
隊
導
入
は
本
部
が
や
る
こ
と
、
地
本

は
何
も
し
て
い
な
い
」、「
要
請
は
本
部

が
出
し
た
。
本
部
の
専
権
事
項
」
と
答

え
た
。
驚
き
の
ウ
ソ
証
言
で
あ
る
。
酒

田
の
証
言
が
正
し
い
な
ら
、
１
・
27
大

会
は
高
橋
執
行
部
、
そ
の
後
は
高
嶋
執

行
部
が
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。
両
委
員

長
は
証
人
採
用
さ
れ
て
い
る
。
答
え
次

第
で
、酒
田
の
偽
証
に
ま
で
行
き
着
く
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
笹
原
は
、「
警
備

要
請
は
知
ら
な
い
」、「
道
路
の
警
備
は

警
察
が
勝
手
に
や
っ
た
」
と
答
え
た
。

し
か
し
笹
原
は
、「（
１
・
27
大
会
前
の
）

17
日
に
笹
原
、
芝
崎
、
国
労
本
部
の
新

井
ら
が
警
察
当
局
と
大
会
警
備
の
会
議

に
事
務
長
と
し
て
参
加
し
た
」
こ
と
を

認
め
た
。

　

警
察
と
の
一
体
化
は
、
酒
田
、
笹
原
、

芝
崎
ら
が
進
め
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か

だ
。
警
備
会
議
で
分
担
を
決
め
、「
道

路
は
警
察
が
や
っ
た
」と
い
う
こ
と
だ
。

法
廷
で
「
私
が
機
動
隊
を
要
請
し
ま
し

た
」
と
誰
が
言
う
か
注
目
さ
れ
る
が
、

「
労
働
組
合
の
禁
じ
手
」
を
使
い
警
備

会
議
に
出
た
責
任
は
、
現
在
の
佐
藤
執

行
部
に
問
わ
れ
る
。
そ
の
佐
藤
委
員
長

が
再
び
「
妨
害
勢
力
に
、
毅
然
た
る
態

度
を
と
る
」
を
公
言
し
て
い
る
。
こ
ん

な
こ
と
が
許
せ
る
か
。
警
察
と
の
癒
着

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
責
任
を
糾
す
こ

と
は
労
働
運
動
の
原
点
を
確
立
す
る
た

め
に
不
可
欠
の
闘
い
で
あ
る
。

２
人
と
も
方
針
論
争
、
手
続
き

に
無
関
心
を
装
う

　

酒
田
は
、７
・
１
臨
大
に
つ
い
て
「
解

決
案
な
し
の
大
会
は
開
か
な
い
と
言
っ

て
の
で
は
な
の
か
」
と
の
問
い
に
、「
大

会
開
催
は
本
部
が
決
め
る
こ
と
、
本
部

は
解
決
の
め
ど
を
も
っ
て
い
た
の
で

は
、
自
分
は
地
本
の
立
場
だ
か
ら
」
と

無
責
任
に
逃
げ
る
証
言
を
し
た
。
藤
保

発
言
に
つ
い
て
も
「
そ
れ
は
単
な
る
一

つ
の
意
見
」
と
切
り
捨
て
、
突
然
の
議

事
打
ち
切
り
と
拍
手
で
承
認
と
い
う
大

会
混
乱
の
原
因
に
つ
い
て
も
「
細
部
ま

で
は
記
憶
し
て
い
な
い
」「
民
主
的
運

演壇占拠した闘争団を 「妨害勢力」と罵倒し、
 「機動隊導入は本部が やった」と逃げる警察と
癒着した本部の打倒は 不可欠　　　　　　

許さない会も国会闘争 に決起（10月16日）

　　国労５･27臨大闘争弾圧刑事裁判

酒田、笹原 を鋭く追及

国労５・27臨大闘争弾圧を許さない会
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営
だ
っ
た
」
と
開
き
直
っ
た
。
一
事
が

万
事
こ
の
調
子
で
あ
る
。

　

５
・
27
臨
時
大
会
の
召
集
は
わ
ず
か

10
日
前
で
、
議
案
書
は
当
日
見
た
代
議

員
も
多
く
い
た
。
弁
護
人
は
、「
そ
ん

な
不
十
分
な
状
態
で
も
大
会
を
開
く
べ

き
だ
と
考
え
て
い
た
の
か
」
と
の
問
い

に
は
、「
私
が
決
め
る
こ
と
で
は
な
い
、

コ
メ
ン
ト
き
な
い
」
と
証
言
を
拒
否
し

た
。
裁
判
長
は
「
答
え
る
義
務
が
あ
り

ま
す
」
と
証
言
を
求
め
た
が
、
酒
田
は

「
も
ち
ろ
ん
民
主
的
に
討
論
す
る
こ
と

こ
と
は
必
要
で
す
」
と
は
ぐ
ら
か
し
た

答
え
を
し
た
。
彼
と
し
て
最
も
答
え
た

く
な
い
質
問
で
あ
っ
た
の
で
、
ご
ま
か

そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
弁
護
人
か
ら
の
「
議
案
討
議

の
時
間
が
３
日
し
か
な
い
大
会
は
、
性

急
で
は
な
い
の
か
」
と
の
問
い
に
は
、

「
そ
う
は
考
え
な
か
っ
た
、
こ
れ
ま
で

３
回
も
大
会
を
開
い
て
も
き
め
ら
れ
な

か
っ
た
、
結
論
を
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
答
え
た
。
弁
護
人
は
「
３
党

に
言
わ
れ
た
か
ら
開
い
た
の
で
は
な
い

の
か
」
と
の
追
及
に
は
、「
そ
う
は
思

わ
な
い
」
と
答
え
る
の
が
精
一
杯
で
あ

と
は
沈
黙
し
た
。

　

酒
田
や
笹
原
に
は
、
組
合
内
部
で
の

意
見
の
対
立
も
、
大
会
で
の
執
行
部
の

方
針
に
反
対
す
る
意
見
の
表
明
も
大
会

の
妨
害
行
為
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま

た
反
対
意
見
を
ビ
ラ
等
で
表
明
す
る
組

合
員
は
団
結
の
破
壊
者
に
な
る
。
反
対

意
見
を
団
結
破
壊
と
し
て
処
罰
、
処

分
す
る
な
ら
、
組
合
民
主
主
義
は
成
り

立
た
ず
団
結
は
破
壊
さ
れ
る
。
酒
田
の

や
っ
て
い
る
事
は
、
団
結
と
組
合
民
主

主
義
の
破
壊
で
あ
る
。

　

笹
原
に
い
た
っ
て
は
、
３
与
党
声
明

に
つ
い
て
「
中
身
は
分
り
ま
せ
ん
」
と

ま
で
証
言
し
、
裁
判
長
か
ら
た
し
な
め

ら
れ
た
。
民
主
的
手
続
き
に
つ
い
て
は

「
本
部
が
決
め
た
事
を
や
る
だ
け
」
と
、

請
負
業
者
並
み
の
証
言
を
し
た
。
経
緯

の
知
識
は
裁
判
長
も
方
が
詳
し
い
と
思

わ
れ
た
ほ
ど
だ
。

　

ま
た
笹
原
に
は
ビ
デ
オ
や
写
真
に
基

づ
い
て
3
列
縦
隊
で
の
突
破
の
シ
ー
ン

が
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
ビ
ラ
を
下
か
ら

は
た
き
上
げ
、
そ
の
ま
ま
冨
田
被
告
に

突
進
し
、
ビ
ラ
ま
き
隊
を
突
破
し
た
事

実
を
突
き
つ
け
る
と
、
笹
原
は
「
３

列
縦
隊
の
最
前
列
と
思
っ
て
い
た
」
と

苦
笑
い
し
な
が
ら
答
え
る
の
が
精
一

杯
だ
っ
た
。
ま
た
酒
田
は
バ
ス
内
で
の

「
１
１
０
番
せ
よ
」「
逮
捕
で
き
な
い
で

す
か
ね
」
な
ど
は
、
自
分
の
声
だ
と
全

て
認
め
た
。
こ
れ
ら
の
認
め
た
言
動
だ

け
で
も
、
労
働
組
合
幹
部
と
し
て
失
格

で
あ
る
。

大
合
理
化
・
労
組
解
体
攻
撃
の

先
兵
と
な
っ
た
本
部
派

　

Ｊ
Ｒ
体
制
、
特
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
第

２
の
分
割
民
営
化
・
労
組
解
体
攻
撃
を

巡
っ
て
は
、
国
労
は
全
面
屈
服
の
非
常

事
態
に
入
っ
て
い
る
。
国
労
本
部
は

国
鉄
１
０
４
７
名
闘
争
に
つ
い
て
「
政

治
解
決
」
を
掲
げ
原
点
で
あ
る
解
雇
撤

回
を
投
げ
捨
て
、
鉄
建
公
団
訴
訟
の

解
体
に
走
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
本
体
に
は

「
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０
０
８
」

の
名
の
下
に
大
合
理
化
、
労
組
解
体
・

改
憲
勢
力
化
、
ひ
い
て
は
産
業
報
国
会

化
の
大
攻
撃
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

国
労
本
部
・
東
日
本
エ
リ
ア
本
部
は
、

１
０
０
０
名
規
模
の
駅
業
務
の
一
括
委

託
攻
撃
、運
転
士
・
車
掌
の
合
理
化
（
運

輸
区
構
想
）
を
前
に
、
こ
れ
ま
で
拒
否

し
て
き
た
出
向
協
定
を
締
結
し
た
。
内

容
は
、
本
人
確
認
な
し
、
３
年
期
限
な

し
、
支
社
を
越
え
る
異
動
も
認
め
る
と

い
う
、
労
働
者
切
り
捨
て
そ
の
も
の
で

あ
る
。
も
は
や
打
倒
す
る
し
か
な
い
。

　

さ
ら
に
、
労
働
委
員
会
で
勝
利
命
令

を
得
て
い
る
国
労
バ
ッ
ジ
不
当
処
分
を

含
め
た
「
包
括
和
解
」
を
受
け
入
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
と
の
「
労
使
正

常
化
」
で
一
方
的
に
屈
服
し
、
争
議
状

態
か
ら
逃
げ
だ
そ
う
と
い
う
の
だ
。
Ｊ

Ｒ
は
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
深
度
化
」

で
は
40
才
ま
で
の
運
転
士
（
平
成
採
）

を
全
員
５
年
間
、
駅
業
務
に
つ
け
る
と

い
う
、
東
労
組
に
も
手
を
突
っ
込
む
攻

撃
に
着
手
し
て
い
る
。
ま
さ
に
第
２
の

分
割
民
営
化
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
攻
撃
に
は
、
い
た
る
と
こ

ろ
で
、
反
対
・
反
乱
が
起
き
て
い
る
。

現
場
か
ら
の
決
起
で
、
大
攻
撃
を
粉
砕

し
よ
う
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　国労５･27臨大闘争弾圧刑事裁判

公判日程

歴代委員長など次々に証言

11月８日
　高嶋昭一（元国労委員長。５・
27臨大招集）

11月 29日
　篠崎信一（５・27臨大での
修正動議提案）

12月 20日
　高橋義則（元国労委員長。
７／１臨大招集）

07年１月 10日
　坂井直唱（鉄建公団訴訟原
告団長）

　いずれも午後１時 15分～
　東京地裁 104号法廷。
　12時 35分に傍聴券抽選
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不
当
処
分
弾
劾
！　

処
分
さ
れ

た
仲
間
を
守
り
ぬ
く
ぞ
！　

反
合
・
運
転
保
安
闘
争
に
勝
利

す
る
ぞ
！

　

９
月
29
日
、
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
は
、
幕

張
構
内
脱
線
事
故
に
関
し
て
、
当
該
組

合
員
に
対
し
て
出
勤
停
止
15
日
の
重
処

分
を
発
令
し
て
き
た
。
業
務
上
発
生
し

た
事
故
に
対
す
る
処
分
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
極
め
て
重
い
処
分
で
あ

り
、
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
重
処
分
は
、
組
合
側
が
求
め
た

安
全
対
策
を
全
て
拒
否
し
、
そ
の
た
め

に
脱
線
事
故
が
発
生
し
た
と
い
う
現
実

の
中
で
、
本
来
会
社
が
生
う
べ
き
責
任

を
全
て
現
場
で
働
く
労
働
者
に
押
し
つ

け
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。
あ
ら
た
め
て

は
っ
き
り
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

全
て
の
責
任
は
、
営
利
を
優
先
し
、

安
全
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
会
社
に
あ

る
。
当
該
の
組
合
員
を
守
り
ぬ
き
、
処

分
粉
砕
、
反
合
・
運
転
保
安
確
立
へ
闘

い
ぬ
こ
う
！

　

幕
張
構
内
脱
線
事
故
に
対
す
る
出
勤

停
止
15
日
の
重
処
分
は
絶
対
に
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

幕
張
車
両
セ
ン
タ
ー
の
構
内
は
、
保

安
装
置
も
ほ
と
ん
ど
設
置
さ
れ
て
お
ら

ず
、
車
両
の
入
換
に
つ
い
て
は
運
転
士

の
注
意
力
だ
け
で
作
業
が
行
わ
れ
て
き

た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
幕
張
車

両
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
年
前
の
労
働
安

全
衛
生
委
員
会
に
お
い
て
、
南
引
き
揚

げ
線
が
危
険
箇
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
Ａ

Ｔ
Ｓ
設
置
要
求
が
組
合
側
か
ら
出
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
経
費
を
か
け
た
く

な
い
と
い
う
会
社
の
意
識
か
ら
、
労
働

安
全
衛
生
委
員
会
の
議
事
録
か
ら
は
組

合
要
求
で
あ
っ
た
Ａ
Ｔ
Ｓ
設
置
の
項
目

は
削
除
さ
れ
、
現
場
か
ら
の
要
求
そ
の

も
の
が
な
か
っ
た
と
い
う
形
で
握
り
つ

ぶ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
も
こ
の
件
で
は
、
千
葉

支
社
は
、
労
働
安
全
衛
生
委
員
会
で
議

論
さ
れ
た
事
実
を
認
め
、
さ
ら
に
南
引

き
揚
げ
線
が「
要
注
意
箇
所
で
あ
っ
た
」

と
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
。

　

そ
し
て
、
幕
張
構
内
脱
線
事
故
後
の

団
交
で
千
葉
支
社
は
、
Ａ
Ｔ
Ｓ

－

Ｐ
直

下
地
上
子
の
設
置
等
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
こ
れ
自
体
、
事
故
の
責
任
が
会

社
に
あ
る
こ
と
を
認
め
た
と
同
じ
こ
と

だ
。

　

本
来
会
社
が
生
う
べ
き
責
任
を
現
場

の
労
働
者
に
押
し
つ
け
る
Ｊ
Ｒ
の
安
全

無
視
の
姿
勢
を
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

仲
間
を
守
り
ぬ
き
、
処
分
粉
砕
へ
闘
お

う
　

一
方
、
千
葉
支
社
は
、
幕
張
構
内
事

故
後
の
団
交
で
表
明
し
た
Ａ
Ｔ
Ｓ

－

Ｐ

の
設
置
時
期
に
つ
い
て
は
今
年
度
内
に

実
施
し
た
い
と
の
考
え
方
を
示
し
て
き

た
。
設
置
箇
所
は
数
カ
所
と
し
て
具
体

的
な
箇
所
は
明
言
し
て
い
な
い
が
番
線

を
束
ね
る
要
衝
に
設
置
す
る
と
し
て
い

る
。
一
方
、「
日
１
」
と
管
理
者
の
責

任
分
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
未
だ
に

不
明
確
で
、
こ
の
間
で
は
仕
業
検
査
切

れ
の
特
急
列
車
を
出
区
さ
せ
て
し
ま
う

と
い
う
事
態
ま
で
発
生
し
て
お
り
、
こ

れ
自
体
責
任
区
分
が
不
明
確
な
ま
ま
業

務
が
行
わ
れ
て
い
る
証
拠
だ
。

　

こ
う
し
た
中
、
出
勤
停
止
15
日
の
重

処
分
が
出
さ
れ
た
と
い
う
意
味
は
極
め

て
重
大
だ
。
こ
の
処
分
を
契
機
に
あ
ら

た
め
て
幕
張
支
部
に
対
す
る
攻
撃
が
強

ま
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　

新
た
な
組
織
破
壊
攻
撃
を
打
ち
破
る

た
め
に
団
結
を
強
化
し
、
現
場
か
ら
の

闘
う
組
織
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
！

　

幕
張
構
内
事
故
へ
の
重
処
分
粉
砕
！

反
合
・
運
転
保
安
確
立
！　

組
織
強
化
・

拡
大
へ
闘
い
ぬ
こ
う
！

　

大
失
業
と
戦
争
の
時
代
に
通
用
す
る

新
し
い
世
代
の
動
労
千
葉
を
創
り
あ
げ

よ
う
！

幕
張
構
内
事
故
に
対
す
る
出
勤
停
止
15
日
の
重
処
分
を

満
腔
の
怒
り
で
弾
劾
す
る

全
て
の
責
任
は
、
営
利
を
優
先
し
、
組
合
側
の
要
求
を
拒
否
し
、
安
全

対
策
を
講
じ
て
こ
な
か
っ
た
会
社
に
あ
る
！国

鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合
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2006 年９月 23 日

 抗 議 声 明
 全日本建設運輸連帯労働組合
  中央執行委員長　長谷川 武久 

 全日本建設運輸連帯労働組合
 近畿地方本部
  執行委員長　戸田 ひさよし

 全日本建設運輸連帯労働組合
 関西地区生コン支部　
  執行委員長　武　建一

　昨日（22 日）午前５時半頃、関西地区生コン支部の武委員長が逮捕され、組合事務所など
が家宅捜索された。愛犬を連れて散歩中だった武委員長は衣服を取りに自宅に寄ることも許
されず、ランニングシャツ姿のまま連行された。人を人として扱わぬ大阪府警の行為に対し、
私たちは心底からの怒りを抑えることができない。
　今回の被疑事実は、武委員長が勾留されていた大阪拘置所で刑務官から便宜供与を受けた、
そして、その刑務官に対し保釈後に金員を渡した、というもののようである。
　私たちは現時点で、残念ながら事実関係を充分に把握できていないが、早期に事態を解明し、
反論を行う予定である。
　ただし、この事件が昨年１月いらいの一連の権力弾圧の一環として、すなわち、私たちの
正当な労働組合活動を破壊するために、リーダーである武委員長の政治的信用を失墜させる
目的で仕組まれていることは明らかである。
　たとえば、警察発表を鵜呑みにした一部メディアは、「（武委員長が）贈賄容疑で取り調べ
を受けている同じ徳之島出身の暴力団幹部にボディーガードを依頼していた」など書いて、
武委員長があたかも暴力団と癒着しているかのような印象を与えようとしているが、いうま
でもなく、そのような事実は全くない。私たちが「ストライキと称して生コンの出荷を妨害し、
数億円に上る解決金を受け取ってきたという」などとする無責任な誹謗中傷も同様である。
事実に基づかない悪意に満ちた報道と、意図してそれを演出する権力の手法を私たちは決し
て許さない。
　そもそも今回の事件は、一連の権力弾圧に対する社会的批判が署名活動などを通じて全国
に広がり、同時に、弾圧によって頓挫していた生コン業界の新たな基盤整備事業が再度軌道
に乗り始めたタイミングを見計らって引き起こされている。実際、関西地区の生コン関連労
組が共同歩調をとって 06 春闘解決を迫る最終交渉が、まさに週明けの９月 26 日に行われよ
うとしていたのである。
　しかし、私たちは決して屈することはない。これまでもそうであったように、国家権力が
いかなる手段を用いようとも、中小企業と労働組合が力を合わせて産業政策運動を前進させ
て行く決意である。
　 以　　上

関西生コン支部ホームページより転載
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読
者
の
み
な
さ
ん
！　

投
稿
を
お
ね

が
い
し
ま
す
。
私
た
ち
の
心
の
交
流
を

こ
こ
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
21
日
の
難
波
裁
判
長
の
「
日
の

丸
・
君
が
代
」
強
要
は
違
憲
・
違
法
と

い
う
判
決
を
ど
う
み
る
か
。

　

動
労
千
葉
の
田
中
委
員
長
は
「
難
波

と
い
う
極
反
動
裁
判
長
が
無
視
で
き
な

く
な
る
状
況
を
つ
く
り
だ
し
た
」
と
言

い
ま
し
た
。
た
し
か
に
本
質
的
に
は
不

屈
の
闘
い
で
不
起
立
を
闘
う
存
在
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
判
決
の
決
定
的

な
点
と
思
い
ま
す
。
難
波
裁
判
長
に

と
っ
て
ど
う
か
。
司
法
試
験
か
ら
裁
判

長
に
な
る
過
程
、
司
法
修
習
生
で
の
時

代
は
徹
底
的
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
容
認

の
教
育
が
行
わ
れ
（
過
激
派
出
身
の
弁

護
士
に
聞
い
た
話
で
す
）、
思
想
改
造

が
行
わ
れ
ま
す
。
他
方
、
法
治
国
家
と

い
う
点
で
は
憲
法
が
あ
り
、
教
育
基
本

法
が
あ
り
、そ
れ
を
否
定
す
る
に
は「
な

ぜ
法
律
家
と
な
っ
た
」
と
い
う
良
心
の

葛
藤
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
俺
は
法

律
家
だ
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
が
あ
れ
ば
画

期
的
判
決
で
も
な
い
し
、
ご
く
あ
た
り

ま
え
の
判
決
と
思
い
ま
す
。　
　
（
し
）

編 

集 

後 

記

読
者
の
ペ
ー
ジ
に
投
稿
を

国会闘争速報を読もう！

国会闘争速報 発行：全国労組交流センター
　東京都台東区元浅草 2-4-10　五宝堂・伊藤ビル５F
　TEL 03-3845-7461　FAX  03-3845-7463 

国会闘争速報
kokkaitousou@yahoo.co.jp にアドレスを送ってください。連日、「国会闘争速報」をメールします。

２００６年１０月２５日　第７号

教育基本法改悪阻止！  共謀罪制定阻止！  11 ･５労働者集会の１万人結集で安倍政権を倒そう

　
《
行
動
予
定
》

26
日
（
木
）
日
教
組
緊
急
集
会
・
デ
モ

　

17
時
45
分　

日
比
谷
野
音

27
日
（
金
）
反
戦
共
同
行
動
な
ど
諸
団

　

体
に
よ
る
国
会
集
中
行
動
（
終
日
）

31
日
（
火
）
反
戦
共
同
行
動
な
ど
諸
団

　

体
に
よ
る
国
会
集
中
行
動
／
全
国
連

　

絡
会
の
国
会
前
集
会　

18
〜
19
時

教
基
法
特
別
委
25
日
か
ら
審
議
始
ま
る

30
日
首
相
出
席
で
質
疑
、
31
日
強
行
採
決
狙
う

　

教
育
基
本
法
改
悪
案
の
審
議
入
り

が
決
ま
り
ま
し
た
。
10
月
25
日
に
衆

院
特
別
委
員
会
で
の
趣
旨
説
明
を
行

い
、
30
日
に
安
倍
首
相
出
席
の
も
と

で
午
前
・
午
後
計
６
時
間
の
質
疑
を

行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
政
府
・
与

党
は
、
31
日
に
は
「
す
で
に
十
分
な

審
議
時
間
を
費
や
し
た
」
と
し
て
、

委
員
会
採
決―

衆
院
本
会
議
で
の
強

行
採
決
に
う
っ
て
出
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

他
方
で
衆
院
法
務
委
員
会
は
、
共

謀
罪
の
審
議
を
後
回
し
に
す
る
と
決

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
安
倍
政
権

が
最
重
要
課
題
に
掲
げ
る
教
基
法
改

悪
に
ま
ず
全
力
を
注
ぐ
た
め
で
す
。

教
基
法
改
悪
が
通
れ
ば
、
共
謀
罪
な

ど
他
の
法
案
に
も
一
気
に
拍
車
が
か

か
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

安
倍
政
権
が
恐
れ
て
い
る
の
は
教

育
労
働
者
の
現
場
か
ら
の
大
反
乱
で

あ
り
、
こ
の
闘
い
が
戦
争
・
改
憲
と

「
格
差
拡
大
社
会
」
の
現
実
に
対
す

る
全
労
働
者
の
怒
り
と
結
び
つ
く
こ

と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
は
、
焦

り
に
焦
っ
て
い
ま
す
。
国
会
前
の
闘

争
と
11
・
５
集
会
の
大
爆
発
で
迎
え

撃
ち
ま
し
ょ
う
。

　

ハ
ン
ス
ト
６
日
目
も
朝
９
時
か
ら

元
気
よ
く
闘
わ
れ
た
。
す
で
に
４
日

目
の
ハ
ン
ス
ト
と
な
る
都
立
高
校
教

員
歴
30
年
の
Ｆ
さ
ん
、
前
日
か
ら
２

日
連
続
と
な
る
兵
庫
の
Ｋ
さ
ん
、
そ

し
て
こ
の
日
が
初
め
て
の
、
川
崎
で

私
立
高
校
の
教
員
を
し
て
い
た
Ｉ
さ

ん
の
３
名
だ
。
共
謀
罪
反
対
の
座
り

込
み
も
隣
り
で
始
ま
り
、
旗
や
横
断

幕
が
に
ぎ
や
か
に
林
立
。

　

12
時
に
な
る
と
、
ハ
ン
ス
ト
座
り

込
み
行
動
と
共
謀
罪
反
対
共
同
行
動

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
（
合
同
）
集
会
が
60

名
の
参
加
で
行
わ
れ
た
。
強
行
採
決

が
狙
わ
れ
て
い
る
２
大
悪
法
に
対
す

る
怒
り
と
決
意
が
次
々
語
ら
れ
る
。

集
会
中
に
日
教
組
の
座
り
込
み
団
が

次
々
や
っ
て
く
る
。

　

13
時
か
ら
日
教
組
の
集
会
が
始

ま
っ
た
。
注
目
さ
れ
た
の
は
補
欠
選

挙
が
あ
っ
た
大
阪
の
発
言
で
あ
る
。

「
自
民
党
は
政
策
論
議
ま
っ
た
く
し

な
い
。
自
治
労
、
日
教
組
、
労
働
組

合
批
判
の
一
点
だ
っ
た
」と
の
こ
と
。

参
加
者
の
怒
り
が
新
た
に
な
る
。
ま

た
北
海
道
教
組
は
70
名
の
大
部
隊
で

登
場
。
本
部
の
方
針
を
の
り
こ
え
て

国
会
行
動
に
立
ち
上
が
る
県
教
組
が

増
え
て
き
た
。
安
倍
政
権
へ
の
現
場

の
怒
り
が
高
ま
っ
て
い
る
証
拠
だ
。

　

夕
方
に
は
さ
ら
に
人
が
増
え
た
。

16
時
か
ら
は
共
謀
罪
反
対
共
同
行
動

の
集
会
が
始
ま
り
、
関
西
生
コ
ン
や

港
合
同
、
動
労
千
葉
な
ど
闘
う
労
働

組
合
か
ら
の
発
言
も
盛
り
沢
山
。
16

時
50
分
か
ら
ハ
ン
ス
ト
団
の
集
会
、

そ
の
20
分
後
に
は
反
戦
共
同
行
動
委

の
集
会
と
、
雨
の
中
で
集
会
の
連
続

だ
。
18
時
か
ら
は
あ
ん
こ
ろ
集
会
で

道
路
は
人
垣
で
ぎ
っ
し
り
だ
。
結
集

は
３
５
０
名
。
最
後
に
首
相
官
邸
前

で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
や
り
、
全

行
動
を
終
え
た
。

嵐
の
中
、
国
会
前
に
人
垣
３
５
０
人

ハ
ン
ス
ト
団
と
共
謀
罪
反
対
行
動
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
集
会
も

24
日　

北
海
道
教
組
70
人
な
ど
続
々
座
り
込
み

●
北
海
道
教
組
の
発
言

　

昨
日
、
北
海
道
人
事
委
員
会
が
「
君

が
代
」
の
処
分
取
り
消
し
の
採
決
を
下

す
と
い
う
画
期
的
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

し
か
し
教
基
法
が
改
悪
さ
れ
れ
ば
こ
う

し
た
不
当
な
強
制
を
違
法
と
し
た
こ
の

決
定
が
ま
っ
た
く
意
味
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
中
央
で
も
、
地
方
で
も
運
動
を

さ
ら
に
大
き
く
し
て
廃
案
に
も
ち
こ
ま

ね
ば
な
ら
な
い
時
と
思
い
ま
す
。

連日、熱い国会闘争の報告をメールで配信しています。

ぜひ読んでください。そして国会にかけつけよう。
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10.8　千葉  三里塚

「９月の千葉県農業会議で、県の農地課が『150
年の年収を払うから出ていけ』と言った」お金
でなんでも出来るということに怒りする市東孝
雄さんに1350 人の集会参加者は絶対許せないと
心に誓った。

10.17　 神奈川

海上自衛隊の輸送艦「しもきた」の川崎入港
に反対する緊急集会が行われた。川崎市職労
港湾支部の労働者が労働組合が反対の先頭に
立とうと発言、海員組合の藤丸さんは「軍隊
は船員も市民も守らなかった」と発言。

10.17　東京

「リレーハンスト＆座り込み行動を実行する有
志」の東京の教育労働者が呼びかけてリレー
ハンスト＆座り込み行動が始まった。この日
は東京の被処分者３人と郵政労働者、大阪の
元教育労働者の５人がハンストに突入した。

北延伸の国家犯罪許さぬ！

「しもきた」入港弾劾！

教基法改悪反対！

教育基本法改悪・改憲阻止闘争を牽引して、２月全国総会の
歴史的成功に向け組織建設の根本的強化を勝ち取ろう！

事務局長　　辻川　慎一

巨万の国会包囲で教基法改悪案を廃案へ！
いまこそ闘う日教組運動を再生しよう！

共謀罪の審議＝強行採決許さず廃案へ

連載　やってられないぜ！　第15回　続・サラ金には手を出すな！




